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⑩電気配線取出し位置および電気配線接続のつづき

⑪室内ユニット据付工事完了後のチェック項目

⑩電気配線取出位置および電気配線接続

●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は室内ユニットの銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
電線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

●アドレス設定
　室内ユニット本体のフロントパネルと、コントロールボックスのふたを取外すことでアドレススイッチの設定が可能です。

1.フロントパネルの取外し順序
　①吸込パネルを取外してください。
　②ボトムパネルの取付ねじを外してください。（機種Ⓐのみ、キャップ付き）
　③ボトムパネルの両側にあるツメ（２か所）を取外し、ボトムパネルのを取外してください。（機種Ⓐのみ）
　④取付ねじを取外してください。（機種Ⓐ２か所、機種Ⓑ５か所・キャップ付３か所）
　⑤上部のツメ（機種Ⓐ４か所、機種Ⓑ５か所）を外し、フロントパネルを取外してください。
2.フロントパネルの取付け順序
　①フロントパネルを室内ユニットにかぶせ、上部のツメ（機種Ⓐ４か所、機種Ⓑ５か所）を引っ掛けてください。
　②取付ねじを締めます。（機種Ⓐ２か所、機種Ⓑ５か所・キャップ付３か所）
　③ボトムパネルの両側にあるツメ（２か所）を引っ掛け、ボトムパネルを取付けてください。（機種Ⓐのみ）
　④ボトムパネルの取付ねじを締めてください。（機種Ⓐのみ、キャップ付き）
　⑤吸込パネルを取付けてください。

工施てっ従に書明説事工線配気電および」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
し、必ず専用回路を使用してください。

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定してください。
●電源配線と通信配線は同一経路を通さないようにしてください。誤動作や故障の原因になることがあります。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●電気配線工事の詳細は、付属の電気配線工事説明書をご覧ください。

形65～82ズーリシプンポトーヒスガ・調空ルビ／形65ズーリシ舗店：Ⓐ 　種機  
Ⓑ：店舗シリーズ 63、112 形／ビル空調・ガスヒートポンプシリーズ 71 形

。いさだくてげ上引に前手をルネパ込吸 ①  
左右側面の凹部に手をかけ手前に引上げますと約 60 ～ 70°開いた状態で静止します。

②カバーのねじを外して、カバーを外してください。
③各配線を端子台に確実に接続してください。
④各配線をバンドで確実に固定し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないようにしてください。
⑤カバーを取付け、ねじを締めます。
⑥吸込パネルを締めます。
　（注意）　・配線を端子台に取付けるときは、端子番号を確認してから取付けてください。
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●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下・転倒などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず専

用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32 用または R410A 専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とすずはを管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意
●アース（接地）を確実に行う。

漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。
●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 
●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

か側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。
●次の場所への室内機の据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。
●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。
●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。
●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。
● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設けない。
　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。
●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。
●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。

。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　
　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。
●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないで下さい。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの　　金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。
●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●電源ブレーカが入っている時は、ファンの回転に注意する。
　冷媒センサが冷媒の漏えいを検知すると、ファンが自動で回転し、ケガの原因になることがあります。
●可燃性ガスを使用する環境には設置しない。
　冷媒センサの誤検知により異常停止し、運転できなくなる場合があります。
●冷媒センサに水滴が付着しないよう冷媒配管、ドレン配管を接続する。
　冷媒センサに水が掛かると、冷媒センサの故障や感電・火災の原因になることがあります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内ユニット）は、電気配線工事説明書をご覧ください。
リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

お願い

  ●ユニットは水平に据付てください。
前後、左右共勾配は 1°以内としてください。

◆作業手順

金具下向きの場合 金具上向きの場合

18
15

～
18

40

5～90 5～90 18
60

～
18

85

18
15

～
18

40

5～90 5～90 18
60

～
18

85

●寸法値はユニットと壁面、床面の調節可能寸法を示します。
●金具の長辺側をユニットに取付けてください。
●金具下向きの場合は、先に金具を壁へ取付けてください。

○ 据付はこの据付説明
書に従って正しく行
なってください。

○ 工事計画にあってお
りますか。

機種・電源仕様

確認してください

配管・配線・小物部品

⑴ フレアナット部断熱用

1 パイプカバー 1個 ガス側用

2 パイプカバー 1個 液側用

3 バンド 4個

⑵ 据付関係

1 転倒防止用金具 1個 ※3

2 木ねじ 2個 記号1用

3 座金 2個 記号2木ねじ用

4 ゴムブッシュ 1個 冷媒・ドレン配管用

5 L 金具  2個 ※4

※3

※4
※1、2

室内ユニット据付スペース

を具金止防倒転てめ緩を）本2（ねじ 　①
取外す。

置位定固の具金止防倒転にうよの図右 　②
を決定し、ユニット上部・壁面へ取付
けてください。

ねじ

600

600

1000 10
0

50
50

吹出
サービス
スペース

吸入

（単位 ： mm）

付属品収納場所（梱包時）
の用熱断部トッナアレフ⑴とるけ開をルリグ込吸 ．1※

１～３の部品が袋詰めされ後面板の上に置かれて
います。

品部の４～２の係関付据⑵とるけ開をルリグ込吸 ．2※
が袋詰めされ、後面板の上に置かれています。

※ 3．転倒防止金具はユニット上部へ取りつけられてい
ます。

。すまいてれらけつり取へ部下トッニユは具金L ．4※

付
　
属

　
品

木ねじ

タッピンねじ

左右どちらかに
転倒防止用金具
を取付けてくだ
さい。

（ユニット正面側）

壁面取付用

ユニット側取付用
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ユニット転倒防止要領
転倒防止用金具

天板

L金具

※1

⑴　転倒防止金具の取付

据付寸法（L 金具）
622.5

17
.5

35

15

2×φ8

具金Lるいてれさめ止ねじにトッニユ 　①
を取外してください。

を面床とトッニユ、えかをき向の具金L 　②
ねじで固定してください。

。すでり通の図右は法寸付取の具金L ・　　

据付寸法（転倒防止用金具）

お願い
。いさだくてし定固てけ付取を具金L、具金止防倒転ず必 ●

　・このユニットは縦長形状のため、ユニットを所定の位置にセットしたら直ちに転倒防止処置をしてください。

⑵　L 金具の取付

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

③室内ユニットの据付のつづき

室内側 室外側
パテ

パテ

警告
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（ホコリ・昆虫・小動物・高湿度の外気が室内ユニ
ット内に流入し、火災の原因になることがあります。）

注意
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（水漏れ・露たれし、家財等を濡らす
  原因になることがあります。）

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ、検点 ●
お願い

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て
選んでください。

。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・
・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤

作動しない所。ショートサーキットしない所。

搬　入 お願い

。いさだくてし入搬ままの包梱でまく近の場現付据けだるきで、は時入搬 ●
いなけつ傷をトッニユみ包でどなグンリスンロイナ、は合場るす入搬てし梱解ずえをむや ●

よう注意してください。
注）吸込グリル、吹出ルーバ等プラスチック部分を持たないでください。

。いさだくてい置てしに上を側面前トッニユず必、は合場く置をトッニユ、後梱解 ●

前面が上

③室内ユニットの据付

・侵入外気の影響のない所。
・直射日光の当たらない所。
・周囲の露点温度が 23℃以下、相対湿度 80％以下の所。

に）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 
て試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、室内
ユニット周囲が上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転
すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使
用する可能性がある場合は、室内ユニットの全ておよび配管、
ドレン配管にさらに10 ～ 20mm の断熱材を取付けてください。

・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音
が生じることがあります。）

・室内ユニットの直近に食品・食器やパソコン・サーバー、
医療機器など濡れて困るものを置かない所。

・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
・フライヤーの近辺など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・
ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操
作ができなくなることがあります。

。所いすやしの線配、管配のへ外室 ・
。所るあで固強が床の部付据 ・

どかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
うか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付
け作業を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット
転倒によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動
作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。

警告 ●冷媒R32はわずかながら燃焼性があります。そのため，下記事項を必ず守ってください。
床置き形室内機を設置・修理・移設する際の室内作業時は，冷媒センサを携行しながら作業を実施して
ください。冷媒漏えいが発生した場合，窒息や引火の原因となる恐れがあります。

・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
・強度が不十分で振動が発生する所
・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

人感センサ搭載の場合は次のような場所への設置はしないでくだ
さい。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。
・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所

PGA012D413
　⒣　床置形（FDF）
　　ⅰ　P635SA〜 P1605SAの場合
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●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下・転倒などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず専

用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32 用または R410A 専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とすずはを管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意
●アース（接地）を確実に行う。

漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。
●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 
●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

か側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。
●次の場所への室内機の据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。
●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。
●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。
●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。
● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設けない。
　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。
●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。
●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。

。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　
　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。
●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないで下さい。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの　　金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。
●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●電源ブレーカが入っている時は、ファンの回転に注意する。
　冷媒センサが冷媒の漏えいを検知すると、ファンが自動で回転し、ケガの原因になることがあります。
●可燃性ガスを使用する環境には設置しない。
　冷媒センサの誤検知により異常停止し、運転できなくなる場合があります。
●冷媒センサに水滴が付着しないよう冷媒配管、ドレン配管を接続する。
　冷媒センサに水が掛かると、冷媒センサの故障や感電・火災の原因になることがあります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内ユニット）は、電気配線工事説明書をご覧ください。
リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

お願い

  ●ユニットは水平に据付てください。
前後、左右共勾配は 1°以内としてください。

◆作業手順

金具下向きの場合 金具上向きの場合

18
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～
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～
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～
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40
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60

～
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●寸法値はユニットと壁面、床面の調節可能寸法を示します。
●金具の長辺側をユニットに取付けてください。
●金具下向きの場合は、先に金具を壁へ取付けてください。

○ 据付はこの据付説明
書に従って正しく行
なってください。

○ 工事計画にあってお
りますか。

機種・電源仕様

確認してください

配管・配線・小物部品

⑴ フレアナット部断熱用

1 パイプカバー 1個 ガス側用

2 パイプカバー 1個 液側用

3 バンド 4個

⑵ 据付関係

1 転倒防止用金具 1個 ※3

2 木ねじ 2個 記号1用

3 座金 2個 記号2木ねじ用

4 ゴムブッシュ 1個 冷媒・ドレン配管用

5 L 金具  2個 ※4

※3

※4
※1、2

室内ユニット据付スペース

を具金止防倒転てめ緩を）本2（ねじ 　①
取外す。

置位定固の具金止防倒転にうよの図右 　②
を決定し、ユニット上部・壁面へ取付
けてください。

ねじ

600

600

1000 10
0

50
50

吹出
サービス
スペース

吸入

（単位 ： mm）

付属品収納場所（梱包時）
の用熱断部トッナアレフ⑴とるけ開をルリグ込吸 ．1※

１～３の部品が袋詰めされ後面板の上に置かれて
います。

品部の４～２の係関付据⑵とるけ開をルリグ込吸 ．2※
が袋詰めされ、後面板の上に置かれています。

※ 3．転倒防止金具はユニット上部へ取りつけられてい
ます。

。すまいてれらけつり取へ部下トッニユは具金L ．4※

付
　
属

　
品

木ねじ

タッピンねじ

左右どちらかに
転倒防止用金具
を取付けてくだ
さい。

（ユニット正面側）

壁面取付用

ユニット側取付用
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ユニット転倒防止要領
転倒防止用金具

天板

L金具

※1

⑴　転倒防止金具の取付

据付寸法（L 金具）
622.5

17
.5

35

15

2×φ8

具金Lるいてれさめ止ねじにトッニユ 　①
を取外してください。

を面床とトッニユ、えかをき向の具金L 　②
ねじで固定してください。

。すでり通の図右は法寸付取の具金L ・　　

据付寸法（転倒防止用金具）

お願い
。いさだくてし定固てけ付取を具金L、具金止防倒転ず必 ●

　・このユニットは縦長形状のため、ユニットを所定の位置にセットしたら直ちに転倒防止処置をしてください。

⑵　L 金具の取付

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

③室内ユニットの据付のつづき

室内側 室外側
パテ

パテ

警告
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（ホコリ・昆虫・小動物・高湿度の外気が室内ユニ
ット内に流入し、火災の原因になることがあります。）

注意
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（水漏れ・露たれし、家財等を濡らす
  原因になることがあります。）

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ、検点 ●
お願い

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て
選んでください。

。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・
・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤

作動しない所。ショートサーキットしない所。

搬　入 お願い

。いさだくてし入搬ままの包梱でまく近の場現付据けだるきで、は時入搬 ●
いなけつ傷をトッニユみ包でどなグンリスンロイナ、は合場るす入搬てし梱解ずえをむや ●

よう注意してください。
注）吸込グリル、吹出ルーバ等プラスチック部分を持たないでください。

。いさだくてい置てしに上を側面前トッニユず必、は合場く置をトッニユ、後梱解 ●

前面が上

③室内ユニットの据付

・侵入外気の影響のない所。
・直射日光の当たらない所。
・周囲の露点温度が 23℃以下、相対湿度 80％以下の所。

に）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 
て試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、室内
ユニット周囲が上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転
すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使
用する可能性がある場合は、室内ユニットの全ておよび配管、
ドレン配管にさらに10 ～ 20mm の断熱材を取付けてください。

・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音
が生じることがあります。）

・室内ユニットの直近に食品・食器やパソコン・サーバー、
医療機器など濡れて困るものを置かない所。

・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
・フライヤーの近辺など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・
ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操
作ができなくなることがあります。

。所いすやしの線配、管配のへ外室 ・
。所るあで固強が床の部付据 ・

どかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
うか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付
け作業を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット
転倒によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動
作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。

警告 ●冷媒R32はわずかながら燃焼性があります。そのため，下記事項を必ず守ってください。
床置き形室内機を設置・修理・移設する際の室内作業時は，冷媒センサを携行しながら作業を実施して
ください。冷媒漏えいが発生した場合，窒息や引火の原因となる恐れがあります。

・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
・強度が不十分で振動が発生する所
・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

人感センサ搭載の場合は次のような場所への設置はしないでくだ
さい。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。
・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所



－ 363－

●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下・転倒などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず専

用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32 用または R410A 専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とすずはを管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意
●アース（接地）を確実に行う。

漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。
●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 
●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

か側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。
●次の場所への室内機の据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。
●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。
●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。
●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。
● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設けない。
　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。
●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。
●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。

。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　
　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。
●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないで下さい。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの　　金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。
●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●電源ブレーカが入っている時は、ファンの回転に注意する。
　冷媒センサが冷媒の漏えいを検知すると、ファンが自動で回転し、ケガの原因になることがあります。
●可燃性ガスを使用する環境には設置しない。
　冷媒センサの誤検知により異常停止し、運転できなくなる場合があります。
●冷媒センサに水滴が付着しないよう冷媒配管、ドレン配管を接続する。
　冷媒センサに水が掛かると、冷媒センサの故障や感電・火災の原因になることがあります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内ユニット）は、電気配線工事説明書をご覧ください。
リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

お願い

  ●ユニットは水平に据付てください。
前後、左右共勾配は 1°以内としてください。

◆作業手順

金具下向きの場合 金具上向きの場合
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～
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～
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～
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●寸法値はユニットと壁面、床面の調節可能寸法を示します。
●金具の長辺側をユニットに取付けてください。
●金具下向きの場合は、先に金具を壁へ取付けてください。

○ 据付はこの据付説明
書に従って正しく行
なってください。

○ 工事計画にあってお
りますか。

機種・電源仕様

確認してください

配管・配線・小物部品

⑴ フレアナット部断熱用

1 パイプカバー 1個 ガス側用

2 パイプカバー 1個 液側用

3 バンド 4個

⑵ 据付関係

1 転倒防止用金具 1個 ※3

2 木ねじ 2個 記号1用

3 座金 2個 記号2木ねじ用

4 ゴムブッシュ 1個 冷媒・ドレン配管用

5 L 金具  2個 ※4

※3

※4
※1、2

室内ユニット据付スペース

を具金止防倒転てめ緩を）本2（ねじ 　①
取外す。

置位定固の具金止防倒転にうよの図右 　②
を決定し、ユニット上部・壁面へ取付
けてください。

ねじ

600

600

1000 10
0

50
50

吹出
サービス
スペース

吸入

（単位 ： mm）

付属品収納場所（梱包時）
の用熱断部トッナアレフ⑴とるけ開をルリグ込吸 ．1※

１～３の部品が袋詰めされ後面板の上に置かれて
います。

品部の４～２の係関付据⑵とるけ開をルリグ込吸 ．2※
が袋詰めされ、後面板の上に置かれています。

※ 3．転倒防止金具はユニット上部へ取りつけられてい
ます。

。すまいてれらけつり取へ部下トッニユは具金L ．4※

付
　
属

　
品

木ねじ

タッピンねじ

左右どちらかに
転倒防止用金具
を取付けてくだ
さい。

（ユニット正面側）

壁面取付用

ユニット側取付用

109

ユニット転倒防止要領
転倒防止用金具

天板

L金具

※1

⑴　転倒防止金具の取付

据付寸法（L 金具）
622.5

17
.5

35

15

2×φ8

具金Lるいてれさめ止ねじにトッニユ 　①
を取外してください。

を面床とトッニユ、えかをき向の具金L 　②
ねじで固定してください。

。すでり通の図右は法寸付取の具金L ・　　

据付寸法（転倒防止用金具）

お願い
。いさだくてし定固てけ付取を具金L、具金止防倒転ず必 ●

　・このユニットは縦長形状のため、ユニットを所定の位置にセットしたら直ちに転倒防止処置をしてください。

⑵　L 金具の取付

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

③室内ユニットの据付のつづき

室内側 室外側
パテ

パテ

警告
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（ホコリ・昆虫・小動物・高湿度の外気が室内ユニ
ット内に流入し、火災の原因になることがあります。）

注意
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（水漏れ・露たれし、家財等を濡らす
  原因になることがあります。）

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ、検点 ●
お願い

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て
選んでください。

。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・
・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤

作動しない所。ショートサーキットしない所。

搬　入 お願い

。いさだくてし入搬ままの包梱でまく近の場現付据けだるきで、は時入搬 ●
いなけつ傷をトッニユみ包でどなグンリスンロイナ、は合場るす入搬てし梱解ずえをむや ●

よう注意してください。
注）吸込グリル、吹出ルーバ等プラスチック部分を持たないでください。

。いさだくてい置てしに上を側面前トッニユず必、は合場く置をトッニユ、後梱解 ●

前面が上

③室内ユニットの据付

・侵入外気の影響のない所。
・直射日光の当たらない所。
・周囲の露点温度が 23℃以下、相対湿度 80％以下の所。

に）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 
て試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、室内
ユニット周囲が上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転
すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使
用する可能性がある場合は、室内ユニットの全ておよび配管、
ドレン配管にさらに10 ～ 20mm の断熱材を取付けてください。

・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音
が生じることがあります。）

・室内ユニットの直近に食品・食器やパソコン・サーバー、
医療機器など濡れて困るものを置かない所。

・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
・フライヤーの近辺など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・
ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操
作ができなくなることがあります。

。所いすやしの線配、管配のへ外室 ・
。所るあで固強が床の部付据 ・

どかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
うか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付
け作業を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット
転倒によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動
作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。

警告 ●冷媒R32はわずかながら燃焼性があります。そのため，下記事項を必ず守ってください。
床置き形室内機を設置・修理・移設する際の室内作業時は，冷媒センサを携行しながら作業を実施して
ください。冷媒漏えいが発生した場合，窒息や引火の原因となる恐れがあります。

・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
・強度が不十分で振動が発生する所
・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

人感センサ搭載の場合は次のような場所への設置はしないでくだ
さい。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。
・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所
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●据付は、お買い上げの販売店または専門業者に依頼する。
　ご自分で据付工事をされ不備があると、水漏れや感電、火災、室内ユニット落下によるケガの原因になります。
●据付工事は、この据付説明書に従って確実に行う。
　据付に不備があると破裂 ･ ケガの原因となり、また水漏れや感電 ･ 火災などの原因になります。
●小部屋に据付ける場合は万一冷媒が漏れても、限界濃度を超えない対策をする。（JRA GL-13)　
　限界濃度を超えない対策については、販売店と相談して据付ける。万一、冷媒が漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因になります。
●設置工事部品は必ず付属品および指定の部品を使用する。
　当社指定の部品を使用しないと、室内ユニット落下、水漏れ、火災、感電などの原因になります。
●作業中に冷媒が漏れた場合は換気をする。
　冷媒が火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●据付は、重量に十分耐える所に確実に行う。
　強度が不足している場合は、室内ユニットの落下・転倒などにより、ケガの原因になります。
●台風などの強風、地震に備え、所定の据付工事を行う。
　据付工事に不備があると、転倒などによる事故の原因になります。
●室内ユニットの設置や移設の場合、冷凍サイクル内に指定冷媒以外の空気などを入れない。
　空気などが混入すると冷凍サイクル内が異常高圧になり、破裂、ケガなどの原因になります。
● 電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および据付説明書に従って施工し、必ず専

用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災などの原因になります。
●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災、感電などの原因になります。
●据付工事完了後、冷媒ガスが漏れていないことを確認する。
　冷媒が室内に漏れ、ファンヒータ、ストーブ、コンロなどの火気に触れると有毒ガスが発生する原因になります。
●配管、フレアナット、工具は R32 用または R410A 専用のものを使用する。
　既存（R22）の部材を使用すると、機器の故障と同時に冷凍サイクルの破裂などの重大な事故の原因になります。
●フレアナットは、トルクレンチで指定の方法で締付ける。
　フレアナットの締付過ぎがあると、長期経過後フレアナットが割れ冷媒漏れの原因になります。
● ドレン配管はイオウ系ガス等有毒ガスの発生する排水溝に直接入れない。
　室内に有毒ガスが侵入し、中毒や酸素欠乏になる恐れがあります。また、室内ユニットを腐食させ、故障や冷媒漏れの原因になります。
●据付作業では圧縮機を運転する前に確実に冷媒配管を取付ける。

に圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空、とるす転運を機縮圧で態状放開ブルバスビーサ、ずらおてけ付取を管配媒冷 　
なり、破裂、ケガなどの原因になります。

●ポンプダウン作業では、サービスバルブを閉じた後配管を外す前に圧縮機を停止する。
、裂破、りなに圧高常異が内ルクイサ凍冷、し引吸をどな気空とすずはを管配媒冷で態状放開ブルバスビーサままたし転運を機縮圧 　

ケガなどの原因になります。
● オプション部品は、必ず当社指定の部品を使用する。また取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付をされ、不備があると、水漏れや感電、火災等の原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●エアコンを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ず OFF する。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●パネルやガードを外した状態で運転しない。
　機器の回転物、高温部、高電圧部に触れると、巻き込まれたり、やけどや感電によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事を行う。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意
●アース（接地）を確実に行う。

漏や障故、は合場な全完不が）地接（スーア。いさだくでいなし続接に線スーアの話電、針雷避、管道水、管スガ、は線スーア 　
電のとき感電や火災の原因になることがあります。

●漏電しゃ断器は必ず取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと火災や感電の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋ B 種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●可燃性ガスの漏れる恐れのある場所への設置は行わない。
　万一ガスが室内ユニットの周囲に溜ると、発火の原因になることがあります。
● 腐食性ガス（亜硫酸ガスなど）、可燃性ガス（シンナー、ガソリンなど）の発生、滞留の可能性のある所、揮発性引火物を取扱う所での据付、使用は行わない。
　熱交の腐食、プラスチック部品の破損などの原因になることがあります。また可燃性ガスは発火の原因になることがあります。
●工事、点検、メンテナンス作業のための規定のスペースを確保してください。
　スペースが不足する場合は、設置場所からの転落によるケガの原因になることがあります。 
●洗濯室など、水の掛かる所では使用しない。
　室内ユニットは水の浸入に対する保護はしておりません。水が掛かると感電、火災などの原因になることがあります。
●食品・動植物・精密機器・美術品の保存など特殊用途には使用しない。
　保存物の品質低下などの原因になることがあります。
● 病院、通信事業所などの電磁波を発生する機器、高周波の発生する機器の近くでは据付、使用しない。

か側ンコアエ、りたっなに因原の障故や動作誤のンコアエるよに響影の器機信通線無、器機療医波周高、機電発家自、器機ターバンイ 　
ら医療機器あるいは通信機器へ影響を与え人体の医療行為を妨げたり、映像放送の乱れや雑音など弊害の原因になることがあります。

●直射日光の当たる所にリモコンを設置しない。
　リモコンの故障や変形の原因になることがあります。
●次の場所への据付は避ける。
　・可燃性ガスの漏れる恐れがある所   ・煙突の煙がかかる所
　・硫黄系ガス・塩素系ガス・酸・アルカリ・アンモニアなど、 ・カーボン繊維や金属粉、パウダーなどが浮遊する所
　　機器に影響する物質の発生する所   ・車両・船舶等移動するものへの設置
　・油の飛沫や蒸気が多い所（調理場、機械工場など） ・化粧品、特殊なスプレーを頻繁に使用する所
　・高周波を発生する機械を使用する所   ・積雪の多い所
　・海浜地区等塩分の多い所    ・標高１０００ｍ以上の所
　性能を著しく低下させたり、部品が腐食、破損したりする原因になることがあります。
●次の場所への室内機の据付は避ける。（機種により異なる制限があるので、その指示に従うこと）。

●室内ユニットの下部には、濡れて困るものは置かない。
　湿度が 80% 以上の時や、ドレン排水が詰まった場合に、室内ユニットから露が滴下し損害が生じることがあります。
●長期使用で傷んだままの据付台を使用しない。
　傷んだ状態で放置するとユニットの落下につながり、ケガなどの原因になることがあります。
●ユニット近くで溶接作業を行う場合は十分注意し、ユニット内へのスパッタの侵入を防止する。
　 溶接作業時などに発生するスパッタがユニットにあたった場合、ドレンパンなどに損傷（ピンホール）をあたえ、水漏れなどの原因にな

ることがあります。ユニット内へのスパッタの侵入を防ぐため梱包状態のままとしておくか、覆いなどにより必ずカバーをしてください。
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管する。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財などを濡らす原因になることがあります。
●ＧＨＰ〔ガスヒートポンプ〕の場合、室外ユニットの排気ドレン管と室内ユニットの排水ドレン管は共用しない。
　室内に有毒ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。
●冷媒配管工事終了後は窒素ガスによる気密試験を行い、漏れのないことを確認してください。　
　万一、狭い部屋に冷媒ガスが漏洩して限界濃度を超えると酸欠事故の原因となることがあります。
● ドレン配管は下り勾配（1/100 以上）とし、途中山越えやトラップを作らない。また、ドレン配管にエア抜きは、絶対に設けない。
　試運転時にドレン排水が確実に行われていることを確認する。また、点検・メンテナンス作業のためのスペースを確保する。
●冷媒配管の断熱は結露しないように確実に行う。
　不完全な断熱施工を行うと配管など表面が結露して、露たれなどを発生し、天井・床その他、大切なものを濡らす原因になることがあります。
●室外ユニットは、小動物のすみかになるような場所に設置しない。

。すまりあがとこるなに因原の火発・煙発や障故、とるれ触に品部気電の部内、てし入侵が物動小 　
　また、お客様に周辺をきれいに保つことをお願いしてください。
●製品の運搬は十分注意して行う。
　 20kg 以上の製品は原則として 2 人以上で行ってください。PP バンドなど所定の位置以外をもって製品を動かさないで下さい。
　素手でフィンなどに触れるとケガをする場合がありますので保護具をご使用ください。
●梱包材の処理は確実に行う。
　梱包材にクギなどの　　金属あるいは、木片などを使用していますので放置状態にしますとケガをすることがあります。
●フィルタをはずしたまま運転しない。
　内部に油・ゴミなどが詰まり、故障の原因になることがあります。
●濡れた手でスイッチを操作しない。
　感電の原因になることがあります。
●運転中の冷媒配管を素手で触れない。
　運転中の冷媒配管は流れる冷媒の状態により低温と高温になります。素手で触れると凍傷や、やけどになることがあります。
●エアコンを水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。
●電源ブレーカが入っている時は、ファンの回転に注意する。
　冷媒センサが冷媒の漏えいを検知すると、ファンが自動で回転し、ケガの原因になることがあります。
●可燃性ガスを使用する環境には設置しない。
　冷媒センサの誤検知により異常停止し、運転できなくなる場合があります。
●冷媒センサに水滴が付着しないよう冷媒配管、ドレン配管を接続する。
　冷媒センサに水が掛かると、冷媒センサの故障や感電・火災の原因になることがあります。

本説明書は、室内ユニットの据付方法を記載してあります。
電気配線（室内ユニット）は、電気配線工事説明書をご覧ください。
リモコンの取付方法は、リモコン付属の説明書をご覧ください。
ワイヤレスキットの取付方法は、ワイヤレスキット付属の説明書をご覧ください。
室外ユニットの据付方法、電気配線（室外ユニット）および冷媒配管工事方法は、室外ユニットの付属の説明書をご覧ください。
また、故障診断は、室内ユニットの結線銘板をご覧ください。
本室内ユニットは必ずパネルを取付けてご使用ください。
この室内ユニットは、日本国内用に設計されているため海外では使用できません。また、海外においてはアフターサービスもできません。

安全上のご注意
●据付工事は、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ確実に行ってください。

、は項事意注たし示にここ ● 、 、に区分していますが、誤った据付をした時に、死亡や重傷等の重大な結果に結びつ
く可能性が大きいものを特に の欄にまとめて記載しています。しかし、 の欄に記載した事項でも、状況によっては
重大な結果に結び付く可能性があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
用使いし正や」意注ごの上全安「、てっそに書明説扱取、にもととるす認確をとこいなが常異、い行を転運試、後了完事工付据 ●

方法・お手入れの仕方（エアフィルタの清掃、運転操作の仕方、温度調節の方法など）をお客様に説明してください。
新、は合場るわ代が方るなにい使お、たま。いさだくてし頼依にうよくだたい管保で様客おに共と書明説扱取は書明説付据のこ 　

しくお使いになる方に取扱説明書などをお渡しいただくよう依頼してください。

警告

お願い

  ●ユニットは水平に据付てください。
前後、左右共勾配は 1°以内としてください。

◆作業手順

金具下向きの場合 金具上向きの場合
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●寸法値はユニットと壁面、床面の調節可能寸法を示します。
●金具の長辺側をユニットに取付けてください。
●金具下向きの場合は、先に金具を壁へ取付けてください。

○ 据付はこの据付説明
書に従って正しく行
なってください。

○ 工事計画にあってお
りますか。

機種・電源仕様

確認してください

配管・配線・小物部品

⑴ フレアナット部断熱用

1 パイプカバー 1個 ガス側用

2 パイプカバー 1個 液側用

3 バンド 4個

⑵ 据付関係

1 転倒防止用金具 1個 ※3

2 木ねじ 2個 記号1用

3 座金 2個 記号2木ねじ用

4 ゴムブッシュ 1個 冷媒・ドレン配管用

5 L 金具  2個 ※4

※3

※4
※1、2

室内ユニット据付スペース

を具金止防倒転てめ緩を）本2（ねじ 　①
取外す。

置位定固の具金止防倒転にうよの図右 　②
を決定し、ユニット上部・壁面へ取付
けてください。

ねじ

600

600

1000 10
0

50
50

吹出
サービス
スペース

吸入

（単位 ： mm）

付属品収納場所（梱包時）
の用熱断部トッナアレフ⑴とるけ開をルリグ込吸 ．1※

１～３の部品が袋詰めされ後面板の上に置かれて
います。

品部の４～２の係関付据⑵とるけ開をルリグ込吸 ．2※
が袋詰めされ、後面板の上に置かれています。

※ 3．転倒防止金具はユニット上部へ取りつけられてい
ます。

。すまいてれらけつり取へ部下トッニユは具金L ．4※

付
　
属

　
品

木ねじ

タッピンねじ

左右どちらかに
転倒防止用金具
を取付けてくだ
さい。

（ユニット正面側）

壁面取付用

ユニット側取付用

109

ユニット転倒防止要領
転倒防止用金具

天板

L金具

※1

⑴　転倒防止金具の取付

据付寸法（L 金具）
622.5

17
.5

35

15

2×φ8

具金Lるいてれさめ止ねじにトッニユ 　①
を取外してください。

を面床とトッニユ、えかをき向の具金L 　②
ねじで固定してください。

。すでり通の図右は法寸付取の具金L ・　　

据付寸法（転倒防止用金具）

お願い
。いさだくてし定固てけ付取を具金L、具金止防倒転ず必 ●

　・このユニットは縦長形状のため、ユニットを所定の位置にセットしたら直ちに転倒防止処置をしてください。

⑵　L 金具の取付

①据付前に

②室内ユニットの据付場所の選定

③室内ユニットの据付のつづき

室内側 室外側
パテ

パテ

警告
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（ホコリ・昆虫・小動物・高湿度の外気が室内ユニ
ット内に流入し、火災の原因になることがあります。）

注意
壁穴をパテで完全にシールしてください。
（水漏れ・露たれし、家財等を濡らす
  原因になることがあります。）

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ、検点 ●
お願い

①据付場所は、下記条件に合う場所をお客様の承認を得て
選んでください。

。所るたわき行に分十が風温はたま風冷 ・
・据付・サービス時の作業スペースが確保できる所。
・ドレン排水が確実にできる所。ドレン勾配のとれる所。
・吸込口、吹出口に風の障害のない所。火災報知器の誤

作動しない所。ショートサーキットしない所。

搬　入 お願い

。いさだくてし入搬ままの包梱でまく近の場現付据けだるきで、は時入搬 ●
いなけつ傷をトッニユみ包でどなグンリスンロイナ、は合場るす入搬てし梱解ずえをむや ●

よう注意してください。
注）吸込グリル、吹出ルーバ等プラスチック部分を持たないでください。

。いさだくてい置てしに上を側面前トッニユず必、は合場く置をトッニユ、後梱解 ●

前面が上

③室内ユニットの据付

・侵入外気の影響のない所。
・直射日光の当たらない所。
・周囲の露点温度が 23℃以下、相対湿度 80％以下の所。

に）HR％87/℃72：内室（件条付露SIJはトッニユ内室本 
て試験を行い、不具合のないことを確認しておりますが、室内
ユニット周囲が上記条件以上の高湿度雰囲気の状態で運転
すると水滴が落下する恐れがあります。そのような条件下で使
用する可能性がある場合は、室内ユニットの全ておよび配管、
ドレン配管にさらに10 ～ 20mm の断熱材を取付けてください。

・テレビ、ラジオより１ｍ以上離れた所。（映像の乱れや雑音
が生じることがあります。）

・室内ユニットの直近に食品・食器やパソコン・サーバー、
医療機器など濡れて困るものを置かない所。

・調理器具が発する熱の影響を受けない所。
・フライヤーの近辺など油・粉・蒸気などを直接吸込まない所。

。所たれ離けだるきでりよ灯熱白、灯光蛍 ・
ワイヤレス機種の場合、ワイヤレスリモコンでの正常な操
作ができなくなることがあります。

。所いすやしの線配、管配のへ外室 ・
。所るあで固強が床の部付据 ・

どかるれらえ耐に量重トッニユ内室が所場るすとうよけ付据 ②
うか検討し、危険と思われましたら板、桁等で補強して据付
け作業を行ってください。強度不足の場合は、室内ユニット
転倒によるケガの原因になります。

③ワイヤレス機種を２台以上据付ける場合は、混信による誤動
作を防止するため室内ユニット間を 6 ｍ以上離してください。

警告 ●冷媒R32はわずかながら燃焼性があります。そのため，下記事項を必ず守ってください。
床置き形室内機を設置・修理・移設する際の室内作業時は，冷媒センサを携行しながら作業を実施して
ください。冷媒漏えいが発生した場合，窒息や引火の原因となる恐れがあります。

・吸込口、吹出口に風の障害物がある所
・強度が不十分で振動が発生する所
・ワイヤレス機の場合、受光部に直接太陽光や強い光が当たる所
・高周波に影響される機器のある所（TV およびラジオ等の近傍）
・ドレンの排水がとれない所
性能や機能等に影響をおよぼす原因になります。

人感センサ搭載の場合は次のような場所への設置はしないでくだ
さい。誤検知・検知不能・特性劣化を招く恐れがあります。
・長時間振動が加わる状態
・静電気や強い電磁波のある場所
・長時間高温、多湿になる場所
・塵埃の多い場所、レンズ面に汚れおよび損傷を与える恐れのある場所
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●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は本体の銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

◆作業手順
だくてし外取を）個1（じねの蓋のスクッボルーロトンコ 　①

さい。
に実確に台子端、れ入に内スクッボルーロトンコを線配各 　②

接続してください。
③　各配線をクランプ（固定用）で固定してください。

。いさだくてけ付取にり通元を蓋のスクッボルーロトンコ 　④

注意
。すまりなに因原の障故とるか掛が水。いなさ通を管配ンレドに方上のスーケサンセ媒冷 ●

）可不用使剤着接（。いさだくてし定固でどなプーテ着粘、ぎなつを）02PV（管配ンレド側地現にトッケソンレド ．1
止防を露結、き巻を）上以mm51厚肉、30.0重比ンレチエリポ泡発（材熱断の販市ず必は合場る通を内屋が管配ンレド側地現 ．2

してください。

ドレンソケット

作業手順

コントロールボックス位置および電源コード経路

コントロールボックス

取手を両手で手前
へ引き、グリルを
あける

左図に示す場所に
コントロールボック
スがあります。カバ
ーを外して施工して
ください。

工施てっ従に書明説事工線配気電および」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
し、必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。

。いさだく覧ごを書明説事工線配気電の属付、は細詳の事工線配気電 ●

⑤ドレン配管 ⑥電気配線取出位置および電気配線接続

⑦室内ユニット据付け工事完了後のチェック項目

④冷媒配管 ④冷媒配管のつづき
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リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のもの（JIS B 8607 ２種適合品）をご使用ください。
　他のフレアナット（1 種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。
　既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの据付説明書またはカタログ・技術資料で確認してください。

 B 8607 ２種適合品を使用してください。

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式
ラベルをご覧ください。

ださい。くてしルーシでま前直るす付うろもと端両、し管保に内屋は管配るす用使に付据 ●
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。
●冷媒センサに水滴が付着しないように冷媒配管を接続してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、冷媒配管を接続してください。

。いさだくでいなわ行をしおなげ曲、い行で径半なき大の上以Ｄ４はげ曲の管配 ※　　
また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。

　　※フレア接続は、以下のように行ってください。
、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　

２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。
３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、

バンドでしっかりと締付けてください。
　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　 だくてし化強を熱断の管配媒冷、てせわ合に境環置設は合場るす用使で気囲雰度湿高 ●

さい。強化しない場合は断熱材表面に結露することがあります。
４．冷媒は室外ユニットに充填されています。

説付据の属付にトッニユ外室はていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　
明書をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。

に対絶、はき抜アエに管配ンレド、たま。いさだくでいなら作をプッラトやえ越山中途、しと）上以001/1（配勾り下は管配ンレド  ●
設けないでください。

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

◆配管・配線取出位置

右後ろ抜きの場合左後ろ抜きの場合

右横抜きの場合

右下抜きの場合左下抜きの場合

左横抜きの場合
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注意
●冷媒センサケースの上方に冷媒配管を通さない。

水が掛かると、故障の原因になります。

お願い
●底板下抜き用穴の

フランジ部は切欠かないでください。
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注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ
部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ
部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食
割れの原因となることがあるため、ユ
ニオンねじ部、またはフレア外面への
冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内
面へのみとしてください。

電源端子台

シールド線を
アース接続

アース線

内外渡線の
固定

信号端子台

スーパーリンク
接続の場合

内外渡線の固定

スーパーリンク接続の場合
冷媒配管へ固定
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●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は本体の銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

◆作業手順
だくてし外取を）個1（じねの蓋のスクッボルーロトンコ 　①

さい。
に実確に台子端、れ入に内スクッボルーロトンコを線配各 　②

接続してください。
③　各配線をクランプ（固定用）で固定してください。

。いさだくてけ付取にり通元を蓋のスクッボルーロトンコ 　④

注意
。すまりなに因原の障故とるか掛が水。いなさ通を管配ンレドに方上のスーケサンセ媒冷 ●

）可不用使剤着接（。いさだくてし定固でどなプーテ着粘、ぎなつを）02PV（管配ンレド側地現にトッケソンレド ．1
止防を露結、き巻を）上以mm51厚肉、30.0重比ンレチエリポ泡発（材熱断の販市ず必は合場る通を内屋が管配ンレド側地現 ．2

してください。

ドレンソケット

作業手順

コントロールボックス位置および電源コード経路

コントロールボックス

取手を両手で手前
へ引き、グリルを
あける

左図に示す場所に
コントロールボック
スがあります。カバ
ーを外して施工して
ください。

工施てっ従に書明説事工線配気電および」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
し、必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。

。いさだく覧ごを書明説事工線配気電の属付、は細詳の事工線配気電 ●

⑤ドレン配管 ⑥電気配線取出位置および電気配線接続

⑦室内ユニット据付け工事完了後のチェック項目

④冷媒配管 ④冷媒配管のつづき
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冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のもの（JIS B 8607 ２種適合品）をご使用ください。
　他のフレアナット（1 種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。
　既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの据付説明書またはカタログ・技術資料で確認してください。

 B 8607 ２種適合品を使用してください。

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式
ラベルをご覧ください。

ださい。くてしルーシでま前直るす付うろもと端両、し管保に内屋は管配るす用使に付据 ●
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。
●冷媒センサに水滴が付着しないように冷媒配管を接続してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、冷媒配管を接続してください。

。いさだくでいなわ行をしおなげ曲、い行で径半なき大の上以Ｄ４はげ曲の管配 ※　　
また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。

　　※フレア接続は、以下のように行ってください。
、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　

２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。
３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、

バンドでしっかりと締付けてください。
　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　 だくてし化強を熱断の管配媒冷、てせわ合に境環置設は合場るす用使で気囲雰度湿高 ●

さい。強化しない場合は断熱材表面に結露することがあります。
４．冷媒は室外ユニットに充填されています。

説付据の属付にトッニユ外室はていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　
明書をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。

に対絶、はき抜アエに管配ンレド、たま。いさだくでいなら作をプッラトやえ越山中途、しと）上以001/1（配勾り下は管配ンレド  ●
設けないでください。

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

◆配管・配線取出位置

右後ろ抜きの場合左後ろ抜きの場合

右横抜きの場合

右下抜きの場合左下抜きの場合

左横抜きの場合
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現地配管

左下抜き用
（穴φ100）

（ユニット右側面）（ユニット正面）

（ユニット正面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

（ユニット左側面） （ユニット正面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

（ユニット左側面） （ユニット右側面）

（ユニット正面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

左後ろ抜き穴
横抜き穴

右後ろ抜き穴

注意
●冷媒センサケースの上方に冷媒配管を通さない。

水が掛かると、故障の原因になります。

お願い
●底板下抜き用穴の

フランジ部は切欠かないでください。

24
5

82 82

冷媒センサケース 現地配管

14
3

現地配管

左横抜き用
（穴φ100） 現地配管

右横抜き用
（穴φ100）

現地配管

95

78

左後ろ抜き用
（穴φ100）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサ
ケース

現地配管
右後ろ抜き用
（穴φ100）

95

78

スパナ

トルクレンチ

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ
部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ
部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食
割れの原因となることがあるため、ユ
ニオンねじ部、またはフレア外面への
冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内
面へのみとしてください。

電源端子台

シールド線を
アース接続

アース線

内外渡線の
固定

信号端子台

スーパーリンク
接続の場合

内外渡線の固定

スーパーリンク接続の場合
冷媒配管へ固定
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●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は本体の銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

◆作業手順
だくてし外取を）個1（じねの蓋のスクッボルーロトンコ 　①

さい。
に実確に台子端、れ入に内スクッボルーロトンコを線配各 　②

接続してください。
③　各配線をクランプ（固定用）で固定してください。

。いさだくてけ付取にり通元を蓋のスクッボルーロトンコ 　④

注意
。すまりなに因原の障故とるか掛が水。いなさ通を管配ンレドに方上のスーケサンセ媒冷 ●

）可不用使剤着接（。いさだくてし定固でどなプーテ着粘、ぎなつを）02PV（管配ンレド側地現にトッケソンレド ．1
止防を露結、き巻を）上以mm51厚肉、30.0重比ンレチエリポ泡発（材熱断の販市ず必は合場る通を内屋が管配ンレド側地現 ．2

してください。

ドレンソケット

作業手順

コントロールボックス位置および電源コード経路

コントロールボックス

取手を両手で手前
へ引き、グリルを
あける

左図に示す場所に
コントロールボック
スがあります。カバ
ーを外して施工して
ください。

工施てっ従に書明説事工線配気電および」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
し、必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。

。いさだく覧ごを書明説事工線配気電の属付、は細詳の事工線配気電 ●

⑤ドレン配管 ⑥電気配線取出位置および電気配線接続

⑦室内ユニット据付け工事完了後のチェック項目

④冷媒配管 ④冷媒配管のつづき

フレア
ダイス

頭出し寸法
D

配管径
d

mm

配管の
最小肉厚

mm

フレア加工 頭出し寸法　mm
フレア外径

D
mm

フレアーナット
締付トルク

N·m

リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のもの（JIS B 8607 ２種適合品）をご使用ください。
　他のフレアナット（1 種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。
　既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの据付説明書またはカタログ・技術資料で確認してください。

 B 8607 ２種適合品を使用してください。

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式
ラベルをご覧ください。

ださい。くてしルーシでま前直るす付うろもと端両、し管保に内屋は管配るす用使に付据 ●
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。
●冷媒センサに水滴が付着しないように冷媒配管を接続してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、冷媒配管を接続してください。

。いさだくでいなわ行をしおなげ曲、い行で径半なき大の上以Ｄ４はげ曲の管配 ※　　
また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。

　　※フレア接続は、以下のように行ってください。
、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　

２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。
３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、

バンドでしっかりと締付けてください。
　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　 だくてし化強を熱断の管配媒冷、てせわ合に境環置設は合場るす用使で気囲雰度湿高 ●

さい。強化しない場合は断熱材表面に結露することがあります。
４．冷媒は室外ユニットに充填されています。

説付据の属付にトッニユ外室はていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　
明書をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。

に対絶、はき抜アエに管配ンレド、たま。いさだくでいなら作をプッラトやえ越山中途、しと）上以001/1（配勾り下は管配ンレド  ●
設けないでください。

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

◆配管・配線取出位置

右後ろ抜きの場合左後ろ抜きの場合

右横抜きの場合

右下抜きの場合左下抜きの場合

左横抜きの場合

40
0

153 48
93

600 264
262

73

94

47
4

98

186

98

186

液管

ガス管

冷媒センサケース 冷媒センサケース

（ユニット正面） （ユニット右側面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

右下抜き用
（穴φ100）

（ユニット正面）（ユニット左側面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

現地配管

左下抜き用
（穴φ100）

（ユニット右側面）（ユニット正面）

（ユニット正面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

（ユニット左側面） （ユニット正面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

（ユニット左側面） （ユニット右側面）

（ユニット正面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

左後ろ抜き穴
横抜き穴

右後ろ抜き穴

注意
●冷媒センサケースの上方に冷媒配管を通さない。

水が掛かると、故障の原因になります。

お願い
●底板下抜き用穴の

フランジ部は切欠かないでください。

24
5

82 82

冷媒センサケース 現地配管

14
3

現地配管

左横抜き用
（穴φ100） 現地配管

右横抜き用
（穴φ100）

現地配管

95

78

左後ろ抜き用
（穴φ100）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサ
ケース

現地配管
右後ろ抜き用
（穴φ100）

95

78

スパナ

トルクレンチ

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ
部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ
部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食
割れの原因となることがあるため、ユ
ニオンねじ部、またはフレア外面への
冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内
面へのみとしてください。

電源端子台

シールド線を
アース接続

アース線

内外渡線の
固定

信号端子台

スーパーリンク
接続の場合

内外渡線の固定

スーパーリンク接続の場合
冷媒配管へ固定
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●室内ユニット・パネル据付工事、電気配線工事完了後、下記項目についてチェック願います。
チェック項目 不良の場合 チェック欄
室内外ユニットの取付はしっかりしていますか。 落下、振動、騒音
ガス漏れ検査は行いましたか。 冷えない
断熱は完全に行いましたか。 水漏れ
ドレン排水はスムーズに流れていますか。 水漏れ
電源電圧は本体の銘板と同じですか。 運転不能・焼損
誤配線・誤配管はありませんか。 運転不能・焼損
アース工事はされていますか。 漏電時危険
配線の太さは仕様通りですか。 運転不能・焼損
室内外ユニットの吸込・吹出口が障害物でふさがれていませんか。 冷えない

◆作業手順
だくてし外取を）個1（じねの蓋のスクッボルーロトンコ 　①

さい。
に実確に台子端、れ入に内スクッボルーロトンコを線配各 　②

接続してください。
③　各配線をクランプ（固定用）で固定してください。

。いさだくてけ付取にり通元を蓋のスクッボルーロトンコ 　④

注意
。すまりなに因原の障故とるか掛が水。いなさ通を管配ンレドに方上のスーケサンセ媒冷 ●

）可不用使剤着接（。いさだくてし定固でどなプーテ着粘、ぎなつを）02PV（管配ンレド側地現にトッケソンレド ．1
止防を露結、き巻を）上以mm51厚肉、30.0重比ンレチエリポ泡発（材熱断の販市ず必は合場る通を内屋が管配ンレド側地現 ．2

してください。

ドレンソケット

作業手順

コントロールボックス位置および電源コード経路

コントロールボックス

取手を両手で手前
へ引き、グリルを
あける

左図に示す場所に
コントロールボック
スがあります。カバ
ーを外して施工して
ください。

工施てっ従に書明説事工線配気電および」程規線内「」準基術技るす関に備設気電「、が方るあの格資の士事工気電は事工気電 ●
し、必ず専用回路を使用してください。

。いさだくてし定固にうよいならわ伝が力外のルブーケに部続接子端、し続接に実確てし用使をルブーケの定所、は線配 ●
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。

。いさだく覧ごを書明説事工線配気電の属付、は細詳の事工線配気電 ●

⑤ドレン配管 ⑥電気配線取出位置および電気配線接続

⑦室内ユニット据付け工事完了後のチェック項目

④冷媒配管 ④冷媒配管のつづき

フレア
ダイス

頭出し寸法
D

配管径
d

mm

配管の
最小肉厚

mm

フレア加工 頭出し寸法　mm
フレア外径

D
mm

フレアーナット
締付トルク

N·m

リジッド（クラッチ式）

R32 用
R410A 用 従来ツール

6.35 0.8

0 ～ 0.5 0.7 ～ 1.3

8.9 ～ 9.1 14 ～ 18

9.52 0.8 12.8 ～ 13.2 34 ～ 42

12.7 0.8 16.2 ～ 16.6 49 ～ 61

15.88 1 19.3 ～ 19.7 68 ～ 82

19.05 1.2 23.6 ～ 24.0 100 ～ 120

冷媒配管時の注意事項
●冷媒配管は、新規配管をご使用ください。フレアナットは、製品付属のもの（JIS B 8607 ２種適合品）をご使用ください。
　他のフレアナット（1 種）を使用すると冷媒漏れの原因となります。
　既設配管再利用の可否および洗浄方法については、室外ユニットの据付説明書またはカタログ・技術資料で確認してください。

 B 8607 ２種適合品を使用してください。

●冷媒配管は、リン脱酸銅合金継目無銅管（Ｃ１２２０Ｔ、ＪＩＳ Ｈ ３３００）をご使用ください。
　また管の内外面は美麗であり、使用上有害な硫黄、酸化物、ゴミ、切粉等（コンタミ）の付着がないことを確認してください。
　冷媒配管の内部にコンタミの付着があると冷凍機油劣化などの原因になります。
●指定冷媒以外は使用しないでください。

入混がどな気空たま。すまりなに因原のどな化劣油機凍冷、とるす用使を外以媒冷定指 　
すると、異常高圧になり、破裂などの原因になります。指定冷媒は室外ユニットの形式
ラベルをご覧ください。

ださい。くてしルーシでま前直るす付うろもと端両、し管保に内屋は管配るす用使に付据 ●
　冷媒回路内に埃、ゴミ、水分が混入すると、油の劣化・圧縮機の故障の原因になります。
●工具は R ３２用またはＲ４１０Ａ用の工具を使用してください。
●冷媒センサに水滴が付着しないように冷媒配管を接続してください。

作業手順
１．室内ユニットのフレアナットおよびキャップを取外してください。
　　※室内ユニットの配管端部のフレアナットは、必ずスパナで２丁掛けして外してください。
　　　（このときガスが出ることがありますが、異常ではありません。）
　●フレアナット飛びに注意してください。（内部に圧力がかかっている場合があります。）
２．液管・ガス管をフレア加工し、冷媒配管を接続してください。

。いさだくでいなわ行をしおなげ曲、い行で径半なき大の上以Ｄ４はげ曲の管配 ※　　
また配管をねじったり、2/3D 以下につぶしたりしないでください。

　　※フレア接続は、以下のように行ってください。
、み込じね転回４～３でし回手初最、せわ合を心中アレフ、は時続接トッナアレフ ・　　　

２丁スパナ掛けで表の締付力で締めてください。
３．室内ユニットのフレア部は、ガス漏れチェック後、右図に示すように断熱材をかぶせ、

バンドでしっかりと締付けてください。
　●ガス側配管、液側配管とも断熱は完全に行ってください。
　　※配管は断熱しないと結露し水漏れします。
　●ガス側配管の断熱材は耐熱 120℃以上のものを使用してください。
　 だくてし化強を熱断の管配媒冷、てせわ合に境環置設は合場るす用使で気囲雰度湿高 ●

さい。強化しない場合は断熱材表面に結露することがあります。
４．冷媒は室外ユニットに充填されています。

説付据の属付にトッニユ外室はていつに量加追媒冷の分管配続接びよおトッニユ内室 　　
明書をご覧ください。

ドレン配管時の注意事項
●ドレン工事は、据付説明書に従って確実に排水するように配管してください。
　不確実な場合、屋内に浸水し、家財等を濡らす原因になることがあります。
●ドレン配管はイオウ系ガスなど有害ガスおよび可燃性ガスが発生する排水溝には、入れないでください。
　室内に有害ガスおよび可燃性ガスが流入し、中毒や酸素欠乏になることがあります。また熱交換器の腐食、異臭の原因になります。
●接続部から水漏れのないように確実に施工してください。
●水漏れが起こらないように、断熱工事を確実に行ってください。
●施工後、ドレンが排水されていることを、室内ユニットのドレン口およびドレン配管最終出口部で確認してください。

に対絶、はき抜アエに管配ンレド、たま。いさだくでいなら作をプッラトやえ越山中途、しと）上以001/1（配勾り下は管配ンレド  ●
設けないでください。

。いさだくてし保確をスーペスのめたの業作スンナテンメ・検点、たま。いさだくてし認確をとこるいてれわ行に実確が水排ンレドに時転運試 　

◆配管・配線取出位置

右後ろ抜きの場合左後ろ抜きの場合

右横抜きの場合

右下抜きの場合左下抜きの場合

左横抜きの場合

40
0

153 48
93

600 264
262

73

94

47
4

98

186

98

186

液管

ガス管

冷媒センサケース 冷媒センサケース

（ユニット正面） （ユニット右側面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

右下抜き用
（穴φ100）

（ユニット正面）（ユニット左側面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

現地配管

左下抜き用
（穴φ100）

（ユニット右側面）（ユニット正面）

（ユニット正面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

（ユニット左側面） （ユニット正面）

（ユニット下面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

（ユニット左側面） （ユニット右側面）

（ユニット正面）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサケース

左後ろ抜き穴
横抜き穴

右後ろ抜き穴

注意
●冷媒センサケースの上方に冷媒配管を通さない。

水が掛かると、故障の原因になります。

お願い
●底板下抜き用穴の

フランジ部は切欠かないでください。

24
5

82 82

冷媒センサケース 現地配管

14
3

現地配管

左横抜き用
（穴φ100） 現地配管

右横抜き用
（穴φ100）

現地配管

95

78

左後ろ抜き用
（穴φ100）

液管
ガス管

パイプカバー
（液管用）

パイプカバー
（ガス管用）

冷媒センサ
ケース

現地配管
右後ろ抜き用
（穴φ100）

95

78

スパナ

トルクレンチ

<断熱材を強化する場合>

室内
ユニット

バンド（付属品）
バンド（現地手配）

現地配管断熱材

パイプカバー（現地手配）

<断熱材厚さ10mmを使用する場合>
パイプカバー（付属品）

室内
ユニット

バンド（付属品）

現地配管断熱材厚さ（ mm）

注意
同一締付トルクでも、ユニオンのねじ
部に冷凍機油を塗布した場合は、ねじ
部摺動摩擦力が下がることにより、軸
方向分力が増加してフレアの応力腐食
割れの原因となることがあるため、ユ
ニオンねじ部、またはフレア外面への
冷凍機油塗布は推奨しません。
冷凍機油を塗布する場合は、フレア内
面へのみとしてください。

電源端子台

シールド線を
アース接続

アース線

内外渡線の
固定

信号端子台

スーパーリンク
接続の場合

内外渡線の固定

スーパーリンク接続の場合
冷媒配管へ固定



－ 369－

⑵　電気配線工事
　⒜　FDT, FDTW, FDTS, FDR, FDU, FDEZP565SA〜1605SA, FDK シリーズ

PSC012D115 A

1

2

1

2

3

4

5

6

1

2

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CｎTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力がか
からないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、信号側端子台に接続してください。室
内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用しゃ断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等品）
を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1. エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。

2. ▲▼ボタンを押す。
接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣｎＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付けの詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付け・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多芯ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。
③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、

ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ 圧縮機 ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CNT-2 出力 1 運転出力 CNT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CNT-3 出力 2 暖房出力 CNT-6 入力 1 運転 / 停止
CNT-4 出力 3 圧縮機 ON 出力 CNTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は技術資料をご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

 A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 

J 室内外接続線

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線
①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ

の同一番号間を接続してください。
②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6. 次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わりま
す。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7. 室内機容量表
示をタッチする。

3. サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4. サービスパスワ
ードを入力する。

5. セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１
ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２

ＯＮ
ＯＮＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「00１」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

A 漏電しゃ断器

配線用しゃ断器

＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
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1

2

1

2

3

4

5

6

1

2

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CｎTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力がか
からないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、信号側端子台に接続してください。室
内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用しゃ断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等品）
を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1. エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。

2. ▲▼ボタンを押す。
接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣｎＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付けの詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付け・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多芯ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。
③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、

ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ 圧縮機 ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CNT-2 出力 1 運転出力 CNT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CNT-3 出力 2 暖房出力 CNT-6 入力 1 運転 / 停止
CNT-4 出力 3 圧縮機 ON 出力 CNTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は技術資料をご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

 A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 

J 室内外接続線

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線
①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ

の同一番号間を接続してください。
②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6. 次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わりま
す。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7. 室内機容量表
示をタッチする。

3. サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4. サービスパスワ
ードを入力する。

5. セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１
ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２

ＯＮ
ＯＮＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「00１」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

A 漏電しゃ断器

配線用しゃ断器

＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
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6

1

2

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CｎTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力がか
からないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、信号側端子台に接続してください。室
内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用しゃ断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等品）
を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1. エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。

2. ▲▼ボタンを押す。
接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣｎＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付けの詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付け・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多芯ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。
③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、

ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ 圧縮機 ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CNT-2 出力 1 運転出力 CNT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CNT-3 出力 2 暖房出力 CNT-6 入力 1 運転 / 停止
CNT-4 出力 3 圧縮機 ON 出力 CNTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は技術資料をご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

 A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 

J 室内外接続線

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線
①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ

の同一番号間を接続してください。
②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6. 次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わりま
す。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7. 室内機容量表
示をタッチする。

3. サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4. サービスパスワ
ードを入力する。

5. セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１
ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２

ＯＮ
ＯＮＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「00１」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

A 漏電しゃ断器

配線用しゃ断器

＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。



－ 372－

1

2

1

2

3

4

5

6

1

2

1

2

3

4

5

6

アカ

CＮT
（青・6P）

+12

CｎTA
（青・2P）

+12

室内基板

クロ XR1
XR1

XR2

XR3

XR4

XR2

XR3

XR5

XR6

XR4

XR5

キ

アオ

チャ

ダイ

シロ

クロ

キ

アオ

チャ

ダイ
ダイ

コモン

出力1

出力2

出力3

出力4

遠方発停スイッチ
またはタイマー接点

AC100V
DC12V
DC24V

入力1

XR6 AC100V
DC12V
DC24V

入力2

注（1）0.3mm2×2m

注（1）0.3mm2×2m

注（1）2mより長くしないでください。

遠方発停・監視キット

0.75mm2×0.2m
突合せ形接続子

（適用範囲0.75～1.25mm2）

●ＸＲ１～４はＤＣ１２Ｖリレー（オムロン製ＬＹ２Ｆ相当品）
●ＸＲ5は、ＤＣ１２，２４Ｖまたは１００Ｖリレー（オムロン製ＭＹ２Ｆ相当品） 
●ＣｎＴコネクタ（現地側）メーカ、形式

コネクタ：モレックス製 ５２６４－０６
端　　子：モレックス製 ５２６３Ｔ
別売品（PCZ006A043）を準備しておりますのでご利用ください。

●遠方発停・監視キットを別売品にて準備しておりますのでご利用ください。 
●ＣｎＴＡコネクタは､ＦＤＴ他に搭載＜仕様書で確認願います＞（現地側）メーカ、形式

コネクタ：日本圧着端子JST製　ＸＡＰ０２Ｖ－１－Ｅ
端　　子：日本圧着端子JST製　ＳＸＡ－０１Ｔ－Ｐ０.６
別売品（PCZ006A053）を準備しておりますのでご利用ください。

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

●アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力がか
からないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
●専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
●室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常

の原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
●天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●信号側端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

①室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、信号側端子台に接続してください。室
内外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

②電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用しゃ断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等品）
を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電しゃ断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

標準リモコン (RC-Dシリーズ )の場合  機種容量は確認できません。

カバーを開けた状態です。また、液晶表示部は全表示してあります。

複数リモコン使用時の親子設定
室内ユニット１台（または１グループ）に対して、最大２個までリモコンを接続できます。後操作優先で運転します。
ワイヤードリモコン２台、あるいはワイヤードリモコン+ ワイヤレスキット、あるいはワイヤレスキット２台のいずれかの組合せ
ができます。
1 個を「親」に、残りを「子」に設定してください。

○ 注意　リモコンセンサ有効設定は親リモコンのみ可能です。親リモコンを室温検知させる位置に取付けてください。

1. エアコン№ボタンを押す。
室内ユニットアドレスが表示されます。

2. ▲▼ボタンを押す。
接続されている室内ユニットのアドレスが表示されます。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　 は工場出荷時の設定）

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

①電源・室内外配線の接続

）きづつ（ 法方認確量容種機スレドアのトッニユ内室③

④リモコンからの操作・確認方法

⑤室内基板ＣｎＴコネクタの機能

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

制御の切換

機種容量の設定

②リモコンの取付（別売部品）

●本室内ユニットは、マルチＶ接続の場合のみ、それぞれの室内ユニット毎に機種容量設定が必要です。
機種容量設定は室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で設定してください。

シングル ･ツイン･トリプル ･ Ｗツイン接続の場合
［ ⅰ ］同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合

①室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

マルチ V 接続の場合  
［ ⅰ ］異機種 / 異容量、同機種 / 異容量の室内ユニットを接続する場合

①電源投入前に室内ユニットの制御箱内の基板上のスイッチ SW6 で機種容量を設定してください。形式により設定できる機種容量は下表の通り
です。これ以外に設定しないでください。正常に運転できません。また破損の原因となります。

［ ⅰⅰ ］異機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
①自動で機種容量を認識するため、設定不要です。

形式 FDT ZP635S ZP715S ZP805S ZP1605S
FDR ZP565S ZP635S ZP805S ZP1125S ZP1605S

容量 P50 P56 P63 P71 P80 P112 P140
SW6-1 ON OFF ON OFF ON ON OFF
SW6-2 OFF ON ON OFF OFF ON OFF
SW6-3 ON ON ON OFF OFF OFF ON
SW6-4 OFF OFF OFF ON ON ON ON

②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。詳細は ③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。

●取付けの詳細はリモコンの据付説明書を参照ください。
●次の位置へ取付けないでください。

リモコン取付け・配線
①リモコンの取付は、リモコン付属の説明書に従ってください。
②リモコン線は、０．３ｍｍ２×２心の電線またはケーブルを使用してください。配線の被覆は 1mm 以上のものを使用してください。（現地手配）
③リモコン線の総延長は６００ｍです。

延長距離が１００ｍを超える場合は、下記サイズに変更してください。ただし、リモコンケース内を通る配線は最大０．５ｍｍ２以下とし、リモコン外部
の近傍で配線接続により、サイズを変更してください。

 １００～２００ｍ以内 ・・・・・０．５ｍｍ２×２心
 ３００ｍ以内 ・・・・・０．７５ｍｍ２×２心
 ４００ｍ以内 ・・・・・１．２５ｍｍ２×２心
 ６００ｍ以内 ・・・・・２．０ｍｍ２×２心
④誤動作する場合がありますので、多芯ケーブルの使用は避けてください。
⑤リモコン線はアース（建物の鉄骨部分または金属など）からできるだけ離してください。
⑥リモコン線は確実にリモコンと室内ユニットの端子台に接続してください。（極性はありません。）

１リモコンによる複数台室内ユニット制御
①１つのリモコンで複数台の室内ユニット（最大１６台）をグループ制御できます。

同一モード、同一室温設定で運転します。
②グループ制御用に各室内ユニット間を２心のリモコン線にて渡り配線してくだ

さい。
③室内ユニットの基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、SW1（10 の位）、

ＳＷ２（1 の位）により、室内アドレスを重複しないよう「000」～「127」
から設定してください。

●出力１～４, 入力１･２を下記の項目より自由に選択 ･ 設
定することができます。

　工場出荷時は下記のように設定されています。
出力

① 運転出力 ⑧ ファン運転出力３
② 暖房出力 ⑨ デフロスト, 油戻し出力
③ 圧縮機 ON 出力 ⑩ 換気出力
④ 点検 ( 異常 ) 出力 ⑪ ヒータ出力
⑤ 冷房出力 ⑫ フリークーリング出力
⑥ ファン運転出力１ ⑬ 室内過負荷異常出力
⑦ ファン運転出力２

入力
① 運転 / 停止 ⑤ 設定温度シフト
② 運転許可禁止 ⑥ 強制サーモ OFF
③ 緊急停止 ⑦ 一時停止
④ 冷房 / 暖房 ⑧ 静音モード

工場出荷時の設定
CNT-2 出力 1 運転出力 CNT-5 出力 4 点検 ( 異常 ) 出力
CNT-3 出力 2 暖房出力 CNT-6 入力 1 運転 / 停止
CNT-4 出力 3 圧縮機 ON 出力 CNTA 入力 2 運転 / 停止

●設定の方法は技術資料をご覧ください。

○直射日光の当たる所
○発熱器具に近い所

○湿気の多い所、水が飛散する所
○取付面が発熱・結露する所

○油の飛沫や蒸気が直接触れる所
○取付面の凹凸がある所

リモコン リモコン
「親」

室内ユニット

「子」

三  

相  

機

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G  電源線

J 室内外接続線

電源 

①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

 A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

単 

相 

機 

G  電源線

①②③ 

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2

①②③ 

(高調波対応品)

または 

J 室内外接続線

D 手元開閉器

X Y

X Y

室外ユニット

室内ユニット

室外ユニット

室内ユニット

シングル接続の結線

①室内電源取りおよび室内外別電源取りは原則できません。
※例外的な接続方法の場合は技術資料を参照の上、
　所轄の電力会社にご相談の上、指示に従ってください。

ツイン・トリプル・Ｗツイン接続の結線
①親・子室内ユニット間は端子台①②③およびⓍⓎ

の同一番号間を接続してください。
②室内基板上のスイッチ SW7-3（100 の位）、ＳＷ 1
（10 の位）、SW2（1 の位）により、「000」～「015」
に設定してください。同一冷媒系統すべての室内ユ
ニットは同一アドレスに設定してください。

③子室内ユニットは、室内基板上のアドレススイッチ
ＳＷ５－１、ＳＷ５－２により、子１～子３に設定して
ください。

丸型圧着端子 電線

点 検 試運転エアコン No.

風向調整 換 気

風量調整セット

リセット

タイマー

グリル昇降

運転切換

温度設定 運転／停止

集中管理中 換 気 日 月 火 水 木 金 土 1
2
3
4

午 前
午 後

時 間
℃ 後 切切午 前

午 後入
（　）（　）（　）（　）（　）（　）（　）

③室内ユニットのアドレス機種容量確認方法
●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）

eco タッチリモコン (RC-DXシリーズ )の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6. 次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わりま
す。

8.接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7. 室内機容量表
示をタッチする。

3. サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4. サービスパスワ
ードを入力する。

5. セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース アース アース

ツイン接続の場合 トリプル接続の場合 Ｗツイン接続の場合

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

①②③
室外ユニット

室内ユニットの親・子設定方法 「親」
室内ユニット 親 子１ 子２ 子３

ＳＷ５－１
ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＦＦ
ＯＦＦ

ＯＮ室内基板
ＳＷ ＳＷ５－２

ＯＮ
ＯＮＯＮ

室内ユニット
　子１

室内ユニット
　子２

室内ユニット
　子３

①②③ ①②③ ①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

室内
ユニット間
配線

J J J

No. 項目 eco タッチリモコンから操作（RC-DX シリーズ） 標準リモコンから操作（RC-D シリーズ )

1 リモコン系統内の
接続室内ユニット
の接続確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ サービス・
メンテナンス ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ エアコン No. 表示 ] ⇒ [ 個別送風運転 ]

①エアコン No. を押してください。
②▲▼ボタンで室内ユニットのアドレスを選択してください。
③ [ 運転切換 ] を押してください。送風運転します。

2 親子リモコン
設定

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[リモコン設定]⇒[サービスパスワード]⇒
[ リモコン親子設定 ]

子リモコン切換スイッチ（SW1）を「子」に設定してくだ
さい。

3 運転データの
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 運転データ表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
室内機選択⇒▲▼ボタンで接続されている室内アドレスを
１台選択⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒▲▼データ選択

4 点検表示の
確認方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ サービス・メンテナンス ] ⇒
[ サービスパスワード ] ⇒ [ 点検表示 ]

[ 点検 ] ⇒運転データ表示▼⇒ [ ▼ ] ⇒
エラーデータ表示▲⇒ [ セット ] ⇒データ確認中⇒
データ表示

5 リモコンからの
冷房試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[ 試運転 ] ⇒ [ 冷房試運転 ] ⇒ [ 開始 ]

① [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。
② [ 運転切換 ] により、「冷房」を選択します。
③  [ 試運転 ] を３秒以上押します。表示が、「冷房試運転▼」

となります。
④「冷房試運転▼」の表示で、[ セット ] ボタンを押すと、

冷房試運転を開始します。表示は「冷房試運転」となり
ます。

6 リモコンから
ドレンポンプ
試運転方法

[ メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒
[ 据付設定 ] ⇒ [ サービスパスワード ] ⇒
[試運転]⇒[ドレンポンプ試運転]⇒[運転]

①  [ 運転 / 停止 ] を押し、運転させてください。表示が「冷
房試運転▼」となります。

② [ ▼ ] を一度押し、「ドレンポンプ運転」を表示させます。
③ [ セット ] を押すと、ドレンポンプ運転を開始します。
　表示：「セットで停止」

リモコン形式の違いにより、メニュー構成が異なる場合があります。リモコン形式が異なる場合は、リモコン付属の据付説明書
をご覧ください。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。

注1： 工場出荷時の設定は自動認識（全て
OFF）になっています。

注2： シングル・ツイン・トリプル・Wツイン接
続の場合でもスイッチを自動認識以
外の状態にすると、設定した機種容
量として認識してしまいます。［工場出荷時設定］

1 2 3 4

ON

SW6

※注 1：集中制御機器接続時の場合
通信方式であるスーパーリンクの仕様が選択できます。
　　旧 SL：ビル空調 2LX シリーズ，ガスヒートポンプ M7 シリーズ以前
　　新 SL：ビル空調 3LX シリーズ，ガスヒートポンプ M8 シリーズ以降
 SW7-2 が OFF（工場出荷設定）の場合は，通信仕様（新 SL/ 旧 SL）を自動
判別します。
旧 SL 通信仕様固定で使用する場合は，SW7-2 を ON にしてください。
各通信仕様の特徴，制限は室内ユニット付属の説明書をご覧ください。

リモコン
リモコン線(無極性)

室内ユニット（１） （２） （１６）
アドレス「000」

室内ユニット
アドレス「00１」 

室内ユニット 
アドレス「127」

X Y

X Y

X YX Y

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2 （注1）

室内アドレス（１００の位）  ON：1
室内アドレス（１００の位）  OFF：0

ＯＮ
ＯＦＦ

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

A 漏電しゃ断器

配線用しゃ断器

＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
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A：ecoタッチリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：ecoタッチリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：ecoタッチリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：ecoタッチリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※ 1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御

できます。室内機側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※ 1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※ 1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※ 3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※ 1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※ 3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※ 1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※ 3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※ 1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルタサイン

リセット
フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※ 1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※ 1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更※ 1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※ 3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルタ清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※ 1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内機の人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※ 2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※ 1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

修正を行います。
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A：ecoタッチリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：ecoタッチリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：ecoタッチリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：ecoタッチリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※ 1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御

できます。室内機側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※ 1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※ 1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※ 3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※ 1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※ 3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※ 1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※ 3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※ 1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルタサイン

リセット
フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※ 1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※ 1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更※ 1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※ 3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルタ清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※ 1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内機の人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※ 2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※ 1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

修正を行います。
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A：ecoタッチリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：ecoタッチリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：ecoタッチリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：ecoタッチリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※ 1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御

できます。室内機側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※ 1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※ 1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※ 3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※ 1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※ 3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※ 1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※ 3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※ 1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルタサイン

リセット
フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※ 1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※ 1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更※ 1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※ 3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルタ清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※ 1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内機の人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※ 2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※ 1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

RC-
DX3B

RC-
D4G

修正を行います。
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A：ecoタッチリモコン付属の取扱説明書を参照ください。
B：ecoタッチリモコン付属の据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

○：ecoタッチリモコンと、ほぼ同等の機能設定・操作が可能です。
△：ecoタッチリモコンと、類似の機能設定・操作が可能です。
※ 1：RC-DX2 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 2：RC-DX3 以前のリモコンには、この機能はありません。
※ 3：RC-DX3A 以前のリモコンには、この機能はありません。

⑥リモコンからの操作・設定

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

）きづつ（ 定設・作操のらかンコモリ⑥

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

RC-
D4G

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御

できます。室内機側にアドレスを設定します。 ○

2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続
できます。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B ○

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A ○
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A ○
4 風向 風向を設定します。おまかせ気流の有効 / 無効を設定します（FDK の場合）。※2 A △
5 風量 風量を設定します。 A ○
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A ○
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A ○
8 F1 スイッチ ※ 1 F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9Ｆ２スイッチ ※ 1 F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 ※ 3リモコンに表示する言語を選択します。
選択できる言語は下記です。
英語 / 日本語
ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

3. 便利機能
1 フリーフロー設定 各ルーバの可動範囲（上限位置̶下限位置）を設定します。

FDK の場合は左限位置 - 右限位置も設定します。　※2 A △

2 エアフレックス（風よけ）設定　　　※ 1

エアフレックスパネル組合せの場合

 ・ 詳細設定：   各運転モード、各吹出口のエアフレックス（風よけ）機構
動作の有効・無効を設定します。

 ・ ON/OFF 切換： 詳細設定で、有効にされている各吹出口のエアフレッ
　※ 3 クスON/OFF（作動中 / 停止中）を切換えます。

A

3 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A △

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A △

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
4 おこのみ設定

管理者パスワード
※ 1 おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設

定します。おこのみ設定1、おこのみ設定2のそれぞれに設定が可能です。 A

5 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A △

6 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温
度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

7 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [リモコン設定 ] ⇒ [ 換気設定 ] の設
定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止

ができます。

A ○

設定および表示項目 詳細内容

8 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /　　※2
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

9 室外静音設計 ※ 3 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

10 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

11 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A △

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A △

4 人感センサー制御 ※ 1
人感センサー付パネル組合せの場合

人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効
を設定します。 A

5. お手入れ
1 フィルタサイン

リセット
フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

2 グリル昇降 ラクリーナパネル制御
ラクリーナパネル
組合せの場合

ラクリーナパネル　グリルの昇降操作をします。
[メニュー ] ⇒ [ サービス設定 ] ⇒ [ 据付設定 ] ⇒ [グリル昇降操作 ] の
設定が必要です。

A ○

降下長設定

　管理者パスワード

グリル昇降長さを設定します。
 ・0.1 ～ 4.0ｍの範囲で設定できます。
 ・設定長さは 0.1ｍ単位で設定可能です。
 ・接続室内ユニット毎に設定できます。

A ○

ダスト回収リセット
お掃除パネル組合せの場合

ダスト回収後にダスト回収タイマーをリセットします。 A

3 お掃除パネル設定

管理者パスワード

お掃除自動設定 自動清掃の有効 / 休止を設定します。 A
清掃時間帯設定 自動清掃を開始する時間帯を設定します。 A
清掃間隔設定 自動清掃する最小の間隔を設定します。 A
ダスト回収設定 ダストの回収時期を設定します。 A
ブラシ清掃回数設定 ブラシの清掃回数を設定します。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定および

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A △

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度　※1 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]　※ 1
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[フリーフロー設定 ][グリル降下長設定 ][ウィークリータイマー設定 ]　
[ 言語切換設定 ][ドラフト防止設定 ]　※ 1

A △

設定および表示項目 詳細内容

2 管理者設定

管理者パスワード

室外静音タイマー 室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A △

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A △

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・
外温表示のあり/ なしを設定します。

A △

管理者パスワード変更 管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更※ 1 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ エアフレックスON/OFF]　※ 3
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[グリル昇降 ][ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定
1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報入力 リモコンに連絡先を登録することができます。

 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B △冷房試 設定 5℃ 30 分間運転します。

ドレンポンプ試運転 ドレンポンプのみを運転します。
お掃除試運転 フィルタ清掃　ブラシ清掃運転します。　お掃除パネル組合せの場合 B

ダクト機静圧補正 機外静圧補正機能付ダクト形室内ユニット組合せの場合に操作できます。
 ・接続室内ユニット毎に個別に設定できます。 B

自動アドレス変更 個別発停マルチシリーズ自動アドレス番号を変更することができます。 B △
親室内機アドレス
設定

個別発停マルチシリーズ　設定された親ユニットのみ運転モード変更を許
可し、親を設定したユニットは親ユニットから送られた運転モードに従って
運転します。

B △

バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にロー
テーション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転
の有効／無効が設定できます。

B

人感センサー設定
※ 1

人感センサー付パネル
の組合せの場合

リモコンに接続された室内機の人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。
無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

グリル昇降操作 ラクリーナパネル操作を有効に設定します。
ラクリーナパネル組合せの場合 B ○

2リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B ○
吸込センサー制御 1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に

用いる吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B △

リモコンセンサー補正 リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B △

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B △
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B ○
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用

範囲が設定されます。 B ○

上下ルーバ制御 上下ルーバの [4 位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B ○

設定および表示項目 詳細内容

2リモコン設定

サービスパスワード

左右ルーバ制御 ※ 2 左右ルーバの [ 固定位置停止 ] ／ [フリー停止 ] の切換ができます。 B
換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B ○
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B ○
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B ○
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B ○
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B ○
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B ○
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B △
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B △
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B ○
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B ○
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更で

きます。 B ○

ドレンポンプ運転 冷房・除湿以外の運転モードでのドレンポンプ運転範囲を設定できます。 B ○
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B ○
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B ○
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
外調機設定 マルチユニット外調機単独運転時の圧力制御を変更できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷アラーム 運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定

した温度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号
を送信します。

B

外部出力設定　※ 1 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B
4 サービス・

メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン 1 台に 16 台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で
確認できます。 B ○

次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B ○
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B ○
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B △
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [ 室内アドレス消去 ][CPUリセット][ 初期化設定 ][タッチパネル調整 ] の

操作ができます。 B △

室内機容量表示 ※1リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B
お掃除パネル点検 お掃除パネルの詳細点検操作ができます。 B ○

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示

します。
QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。

A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A △
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C
◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。
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●電源ブレーカが入っているときは、ファンの回転に注意する。
　冷媒センサが冷媒の漏えいを検知すると、ファンが自動で回転し、ケガの原因になることがあります。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）
シングル ･ツイン接続の場合  ※同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
① 室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。

詳細は ②室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。
注 1： 工場出荷時の設定は自動認識（全てOFF）になっています。
注 2： シングル・ツイン接続の場合でもスイッチを自動認識以外の状

態にすると、設定した機種容量として認識してしまいます。

集中制御（スーパーリンク）接続の場合  
SW7-2を設定してください。

［工場出荷時設定］
1 2 3 4

ON

SW6

制御の切換と機種容量の設定

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

● アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力がかから
ないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
● 専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
● 室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常の

原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
● 天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●リモコン用端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

① 室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、リモコン側端子台に接続してください。室内
外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

② 電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用しゃ断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等品）
を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

シングル接続の結線 ツイン接続の結線
室内電源とりおよび
室内外別電源とりは
原則できません。
※例外的な接続方

法の場合は技術
資料を参照の上、
所轄の電力会社
にご 相 談 の 上、
指示に従ってくださ
い。

①親・子室内ユニット間は端子台①②③
およびＸＹ の同一番号間を接続してくだ
さい。

②室内基板上のロータリスイッチ SW1, 

してください。同一冷媒系統子機は親機
とアドレスNo.を合わせてください。

③子室内ユニットは基板上のディップスイッ
チ SW5 により子 1 に設定してください。

室内ユニットの親・子設定方法（工場出荷時「親」設定）
室内ユニット 親 子1

室内基板
SW

OFF OFF
OFF ON

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G 電源線

J 室内外接続線

電源 

室外ユニット
①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

 A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

G 電源線

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2
室外ユニット

①②③ 

(高調波対応品)

または 
配線用しゃ断器

J 室内外接続線

 A 漏電しゃ断器

D 手元開閉器

X Y

X Y

丸型圧着端子 電線

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

リモコン子

①②③
室外ユニット

室内ユニット
　子１

①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

J

●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）
eco タッチリモコン (RC-DX3B) の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6. 次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わりま
す。

8. 接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7. 室内機容量表
示をタッチする。

3. サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4. サービスパスワ
ードを入力する。

5. セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

①電源・室内外配線の接続

②室内ユニットのアドレス機種容量確認方法

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。
集中制御（スーパーリンク）接続の場合は、セゾンエアコンスーパーリンク配線工事説明書を参照してください。

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2

室内アドレス（１００位）

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

OFF:0   ON:100

※ 室外ユニットFDCVP2244H 室内ユニット
FDFZP1605SA　 2 台接続の場合の例

セゾンエアコンスーパーリンク
配線工事説明書を参照
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●電源ブレーカが入っているときは、ファンの回転に注意する。
　冷媒センサが冷媒の漏えいを検知すると、ファンが自動で回転し、ケガの原因になることがあります。

●室内ユニットの制御内容を下記方法にて切換可能です。（　　　は工場出荷時の設定）
シングル ･ツイン接続の場合  ※同機種 / 同容量の室内ユニットを接続する場合
① 室外ユニットから電源投入すると自動で機種容量を認識しますので、スイッチ設定は不要です。
②エコタッチリモコンから、機種容量を確認できます。

詳細は ②室内ユニットのアドレス機種容量確認方法 を参照してください。
注 1： 工場出荷時の設定は自動認識（全てOFF）になっています。
注 2： シングル・ツイン接続の場合でもスイッチを自動認識以外の状

態にすると、設定した機種容量として認識してしまいます。

集中制御（スーパーリンク）接続の場合  
SW7-2を設定してください。

［工場出荷時設定］
1 2 3 4

ON

SW6

制御の切換と機種容量の設定

●電気工事は電力会社の認定工事店で行ってください。本配線仕様は、下記に基づいて決定しています。
①配線は銅線以外のものを使用しないでください。
②電源は、室外ユニットへ接続してください。
③電気ヒータ（別売品）はなしにて記載してあります。注：電気ヒータの組込みは不可です。別置ヒータを連動させる場合は、ヒータ専用電源を設けること。

● アース線は室内外接続線および室内ユニット間配線の接続前に接続してください。また、アース線は室内外接続線より長くし、アース線に力がかから
ないようにしてください。

●電源は工事が完了するまで入れないでください。
●Ｄ種接地工事を必ず行ってください。
●端子台への接続は、丸型圧着端子を使用してください。
● 専用の分岐回路を用い、他の機器と併用しないでください。併用した場合、電源ブレーカ落ちによる二次災害が生じる恐れがあります。
●室内外接続線は必ず３心ケーブルを使用してください。詳細は室外ユニットに付属の据付説明書を参照ください。
● 室内外接続線は途中接続しないでください。途中接続した場所に水が浸入すると、対地間絶縁不良や途中接続部の接触不良をまねき、通信異常の

原因となります。（万一、途中接続する場合には、絶対に水が浸入しないような処置を行ってください。）
● 天井裏内の配線（電源・リモコン・室内外接続線など）はネズミ等により、かじられ切断することもありますので、なるべく鉄管等の保護管内に通してください。
●室内外ユニットの外部では、リモコン線と電源線が直接接触しないように施工してください。
●リモコン用端子台には、２００Ｖ電源を絶対に接続しないでください。故障の原因となります。
●室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続

① 室内外接続線・室内ユニット間配線・アース線およびリモコン線の接続は、制御箱内の電源側端子台、リモコン側端子台に接続してください。室内
外接続線の①②③は極性がありますので、必ず番号を合わせて接続してください。また、アース線は、電源側端子台アース端子に接続してください。

② 電源には必ず漏電しゃ断器を取付けてください。漏電しゃ断器は、インバータ回路用しゃ断器（三菱電機製ＮＶ－Ｃシリーズまたは、その同等品）
を選定してください。

③漏電しゃ断器が地絡保護専用の場合には、漏電遮断器と直列に手元開閉器（開閉器＋Ｂ種ヒューズ）または、配線用しゃ断器が必要となります。
④手元開閉器は室外ユニットの近傍に設置してください。

●配線の接続はねじの緩みのないように確実に行ってください。また、制御箱内のコネクタの抜けや端子外れがないことを確認してください。
●補助電気ヒータ組込の場合は、電気ヒータ組込時の説明書・または技術資料で確認してください。

シングル接続の結線 ツイン接続の結線
室内電源とりおよび
室内外別電源とりは
原則できません。
※例外的な接続方

法の場合は技術
資料を参照の上、
所轄の電力会社
にご 相 談 の 上、
指示に従ってくださ
い。

①親・子室内ユニット間は端子台①②③
およびＸＹ の同一番号間を接続してくだ
さい。

②室内基板上のロータリスイッチ SW1, 

してください。同一冷媒系統子機は親機
とアドレスNo.を合わせてください。

③子室内ユニットは基板上のディップスイッ
チ SW5 により子 1 に設定してください。

室内ユニットの親・子設定方法（工場出荷時「親」設定）
室内ユニット 親 子1

室内基板
SW

OFF OFF
OFF ON

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

G 電源線

J 室内外接続線

電源 

室外ユニット
①②③ 

R S T

(高調波対応品)

D 手元開閉器
または 

配線用しゃ断器

 A 漏電しゃ断器

X Y

X Y

G 電源線

①②③ 
室内ユニット

リモコン

アース 

アース 
リモコン線

電源

L1 L2
室外ユニット

①②③ 

(高調波対応品)

または 
配線用しゃ断器

J 室内外接続線

 A 漏電しゃ断器

D 手元開閉器

X Y

X Y

丸型圧着端子 電線

リモコン

アース

電源

 

または
配線用しゃ断器

室内ユニット
親

アース アース

 漏電しゃ断器

 手元開閉器

電源線

リモコン子

①②③
室外ユニット

室内ユニット
　子１

①②③ ①②③

G

室内外
接続線

J

室内
ユニット間
配線

J

●電源投入後、接続されている室内ユニットの機種容量とアドレスがリモコンに表示されることを必ず確認してください。
（アドレス確認はシングル接続を除く）
eco タッチリモコン (RC-DX3B) の場合

1.メニューをタッ
チする。
メニュー画面に
切換わります。

6. 次ページをタッ
チする。

2.サービス設定を
タッチする。
サービス設定画
面に切換わりま
す。

8. 接続されている
室内ユニットのア
ドレス№（室内
機№）と機種容
量（容量）が表示
されます。

7. 室内機容量表
示をタッチする。

3. サービス･メン
テナンスをタッ
チする。
パスワード入力
画面に切換わり
ます。

4. サービスパスワ
ードを入力する。

5. セットをタッチ
する。
サービス･メンテ
ナンスの画面に
切換わります。

①電源・室内外配線の接続

②室内ユニットのアドレス機種容量確認方法

●アース（接地）を確実に行う。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線に接続しないでください。アース（接地）が不完全な場合は、
　故障や漏電のとき感電や火災の原因になることがあります。
●電源には必ず漏電しゃ断器（高調波対応品）を取付ける。
　漏電しゃ断器が取付けられていないと感電や火災の原因になることがあります。
●正しい容量の全極しゃ断するブレーカ（漏電しゃ断器・手元開閉器（開閉器＋B種ヒューズ）・配線しゃ断器）を使用する。
　不適切な容量のブレーカを使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●正しい容量のヒューズ以外は使用しない。
　針金や銅線を使用すると故障や火災の原因になることがあります。
●電源配線は、電流容量に合った規格品の配線を使用する。
　漏電や発熱・火災などの原因になることがあります。
●室内外接続用端子台および電源用端子台に単線とより線を併用しない。
　また、異なったサイズの単線またはより線を併用しない。
　端子台のねじゆるみや接触不良が生じ、発煙・発火の原因になることがあります。
●運転停止後、すぐに電源を切らない。
　必ず 5 分以上待ってください。水漏れや故障の原因になることがあります。
●電源ブレーカによるエアコンの運転や停止をしない。
　火災や水漏れの原因になることがあります。ファンが突然回り、ケガの原因になることがあります。

●電気工事は電気工事士の資格のある方が、「電気設備に関する技術基準」、「内線規程」および電気配線工事説明書に従っ
　て施工し、必ず専用回路を使用する。
　電源回路容量不足や施工不備があると感電、火災の原因になります。

安全上のご注意
●作業前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しく作業してください。
　安全のため必ずお守りください。
● 誤った作業、行為をしたときに生じる危害や損害を「 」と「 」に区分し、お守りいただく内容を「図記号」を使用し説明

していますので、必ずお守りください。
●「 」「 」の意味

絶対に行わない 必ず指示に従い行う
●下記のことを必ず守ってください。守らないときは、感電による火災、感電または過熱、ショートによる火災のおそれがあります。

警告

●配線は、所定のケーブルを使用して確実に接続し、端子接続部にケーブルの外力が伝わらないように固定する。
　接続や固定が不完全な場合は、発熱、火災などの原因になります。
●室内外ユニット間の配線は、端子カバーが浮き上がらないように整形し、カバーを確実に取付ける。
　カバーの取付が不完全な場合は、端子接続部の発熱、火災や感電の原因になります。
●別売品は、必ず当社指定の部品を使用する。また、取付は専門業者に依頼する。
　ご自分で取付けをされ、不備があると、水漏れや感電、火災などの原因になります。
●改修は絶対にしない。また、修理はお買い上げの販売店に相談する。
　修理に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットを移動再設置する場合は、販売店または専門業者に相談する。
　据付に不備があると水漏れや感電、火災などの原因になります。
●室内外ユニットの修理・点検作業に際して「電源ブレーカ」を必ずOFFする。
　点検・修理にあたって、電源ブレーカがＯＮのままだと、感電およびファン回転によるケガの原因になります。
●元電源を切った後に電気工事をする。
　感電、故障や動作不良の原因になります。

注意

警告 守らないと、死亡または重大な障害にいたる危険性
がある事項について説明しています。 注意 守らないと、傷害や物的損害ある事項について説明

しています。

電気配線工事は電気設備技術基準および内線規程に従い、電力会社の認定工事店で行ってください。
集中制御（スーパーリンク）接続の場合は、セゾンエアコンスーパーリンク配線工事説明書を参照してください。

スイッチＮｏ．
ＳＷ１
ＳＷ２
ＳＷ５－１
ＳＷ５－2

ＯＮ
新SL/旧SL通信仕様自動判別ＯＦＦ
旧SL通信仕様固定

ＳＷ7－3

制御内容

室内アドレス（１位）
室内アドレス（１０位）

親/子切換（プルーラル/子機設定）

ＳＷ7－2

室内アドレス（１００位）

ＳＷ６－１～４ 機種容量
ＯＮ
ＯＦＦ

運転チェック・ドレンポンプ試運転
通常運転

ＳＷ７－１

OFF:0   ON:100

※ 室外ユニットFDCVP2244H 室内ユニット
FDFZP1605SA　 2 台接続の場合の例

セゾンエアコンスーパーリンク
配線工事説明書を参照
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A：取扱説明書を参照ください。
B：据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御できます。

室内機側にアドレスを設定します。
2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続できま

す。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A
4 風向 風向を設定します。 A
5 風量 風量を設定します。 A
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A
8 F1 スイッチ F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9 Ｆ２スイッチ F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 リモコンに表示する言語を選択します。
　選択できる言語は下記です。
　英語／日本語
　ドイツ語／フランス語／スペイン語／イタリア語／オランダ語／
　トルコ語／ポルトガル語／ロシア語／ポーランド語／中国語

A

3. 便利機能

1 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
2 おこのみ設定

管理者パスワード
おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設定します。
おこのみ設定 1、おこのみ設定 2 のそれぞれに設定が可能です。 A

3 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

4 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

5 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー]⇒[サービス設定]⇒[リモコン設定]⇒[換気設定]の設定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止ができます。

A

6 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

7 室外静音設定 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

8 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

9 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A

RC-
DX3B設定および表示項目 詳細内容

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A

4 人感センサー制御 人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効を設定します。 A
5. お手入れ

1 フィルタサイン
リセット

フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定及び修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて ][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[ウィークリータイマー設定 ]　[ 言語切換設定 ]

A

室外静音
タイマー

室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・外
温表示のあり/ なしを設定します。

A

管理者パスワード
変更

管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定

1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報
入力

リモコンに連絡先を登録することができます。
 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B

冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。
バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にローテー

ション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転の有効／
無効が設定できます。

B

人感センサー設定 リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

2 リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B
吸込センサー
制御

1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

RC-
DX3B設定および表示項目 詳細内容

2 リモコン設定

サービスパスワード

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B

リモコンセン
サー補正

リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用範囲が

設定されます。 B

換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更できます。 B
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷
アラーム

運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温
度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号を送信します。 B

外部出力設定 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B

4 サービス・
メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン1台に16台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で確認できます。 B
次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [室内アドレス消去][CPUリセット][初期化設定][タッチパネル調整]の操作ができます。 B
室内機容量表示 リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示します。

QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。 A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C

◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

③リモコンからの操作・設定 ③リモコンからの操作・設定（つづき） ③リモコンからの操作・設定（つづき）



－ 380－

A：取扱説明書を参照ください。
B：据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御できます。

室内機側にアドレスを設定します。
2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続できま

す。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A
4 風向 風向を設定します。 A
5 風量 風量を設定します。 A
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A
8 F1 スイッチ F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9 Ｆ２スイッチ F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 リモコンに表示する言語を選択します。
　選択できる言語は下記です。
　英語／日本語
　ドイツ語／フランス語／スペイン語／イタリア語／オランダ語／
　トルコ語／ポルトガル語／ロシア語／ポーランド語／中国語

A

3. 便利機能

1 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
2 おこのみ設定

管理者パスワード
おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設定します。
おこのみ設定 1、おこのみ設定 2 のそれぞれに設定が可能です。 A

3 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

4 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

5 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー]⇒[サービス設定]⇒[リモコン設定]⇒[換気設定]の設定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止ができます。

A

6 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

7 室外静音設定 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

8 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

9 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A

RC-
DX3B設定および表示項目 詳細内容

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A

4 人感センサー制御 人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効を設定します。 A
5. お手入れ

1 フィルタサイン
リセット

フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定及び修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて ][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[ウィークリータイマー設定 ]　[ 言語切換設定 ]

A

室外静音
タイマー

室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・外
温表示のあり/ なしを設定します。

A

管理者パスワード
変更

管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定

1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報
入力

リモコンに連絡先を登録することができます。
 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B

冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。
バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にローテー

ション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転の有効／
無効が設定できます。

B

人感センサー設定 リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

2 リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B
吸込センサー
制御

1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

RC-
DX3B設定および表示項目 詳細内容

2 リモコン設定

サービスパスワード

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B

リモコンセン
サー補正

リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用範囲が

設定されます。 B

換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更できます。 B
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷
アラーム

運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温
度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号を送信します。 B

外部出力設定 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B

4 サービス・
メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン1台に16台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で確認できます。 B
次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [室内アドレス消去][CPUリセット][初期化設定][タッチパネル調整]の操作ができます。 B
室内機容量表示 リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示します。

QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。 A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C

◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

③リモコンからの操作・設定 ③リモコンからの操作・設定（つづき） ③リモコンからの操作・設定（つづき）
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A：取扱説明書を参照ください。
B：据付工事説明書を参照ください。
C：インターネットよりユーティリティーソフトを配信中です。

設定および表示項目 詳細内容 RC-
DX3B

1.リモコンネットワーク
1 複数室内機制御 リモコン 1 台（リモコンネットワーク内）に最大 16 台室内機を接続制御できます。

室内機側にアドレスを設定します。
2 親子リモコン設定 リモコンネットワーク内に 2 個のリモコン ( 含むワイヤレスリモコン）を接続できま

す。片側を「親」とし、片側を「子」として設定します。 B

2.TOP 画面・SW 操作
1 メニュー 制御・設定・詳細設定等の項目を追加します。 A
2 運転モード 冷房・暖房・送風・自動・除湿を設定します。 A
3 設定温度 室温を0.5℃単位で設定します。 A
4 風向 風向を設定します。 A
5 風量 風量を設定します。 A
6 タイマー設定 タイマー運転を設定します。 A
7 運転／停止 SW 運転を開始します。／停止します。 A
8 F1 スイッチ F1 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A
9 Ｆ２スイッチ F2 スイッチの割付られた機能で運転、操作を行います。 A

10 言語切換 リモコンに表示する言語を選択します。
　選択できる言語は下記です。
　英語／日本語
　ドイツ語／フランス語／スペイン語／イタリア語／オランダ語／
　トルコ語／ポルトガル語／ロシア語／ポーランド語／中国語

A

3. 便利機能

1 タイマー設定 時間入タイマー 停止後、運転させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

時間切タイマー 運転後、停止させたい時間を設定します。
 ・1 ～ 12 時間の範囲を1 時間単位で設定可能です。 A

時刻入タイマー 運転開始時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

時刻切タイマー 運転停止時刻を設定します。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・1 回のみ／毎日の切換が可能です。

A

タイマー設定内容確認 各タイマーの設定内容を一覧できます。 A
2 おこのみ設定

管理者パスワード
おこのみ設定運転で使用する運転モード、設定温度、風量、風向を設定します。
おこのみ設定 1、おこのみ設定 2 のそれぞれに設定が可能です。 A

3 ウィークリータイマー 1 週間の入タイマーまたは切タイマーを設定します。
 ・1 日最大 8 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。
 ・運転開始時の運転モード・設定温度・風量を設定できます。

A

4 るす番運転

管理者パスワード

お部屋を留守にするとき、お部屋は著しく高温 / 低温にならないように温度を保ちます。
 ・外温と制御温度により冷房 / 暖房を行います。
 ・設定温度、風量の設定が可能です。

A

5 換気

換気機器組合せの場合

換気の ON/OFF 操作を行います。
[メニュー]⇒[サービス設定]⇒[リモコン設定]⇒[換気設定]の設定が必要です。
 ・換気設定を「単独操作」に設定した場合、換気機器の運転 / 停止ができます。

A

6 言語切換設定 リモコンに表示する言語を選択します。
 ・選択できる言語は下記です。　　　　　　　　　　　　　　　
　 英語 / 日本語
　ドイツ語 /フランス語 / スペイン語 /イタリア語 / オランダ語 /
　トルコ語 / ポルトガル語 /ロシア語 / ポーランド語 / 中国語

A

7 室外静音設定 室外ユニットの静音性を優先して運転します。
 ・室外静音運転の開始・停止を設定します。 A

8 見てみて 室内温度、室外温度、運転時間、消費電力量を表示します。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。 A

9 消費電力量表示 今日、今週、今年の消費電力量をグラフで表示します。
昨日、先週、昨年と比較することができます。
 ・室内ユニット―室外ユニットの組合せによっては表示できない場合があります。

A

4. 省エネ設定 管理者パスワード
1 切忘れ防止タイマー 運転を開始してから停止するまでの時間を設定します。

 ・設定時間は 30 ～ 240 分 (10 分単位）まで選択可能です。
 ・設定「有効」の場合、毎回、タイマーが作動します。

A

RC-
DX3B設定および表示項目 詳細内容

2 ピークカットタイマー 能力を制限する運転の開始時刻と停止時刻、能力制限率を設定します。
 ・1 日最大 4 パターンまで設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。
 ・能力制限率は 0,40 ～ 80％ (20％単位）から選択可能です。
 ・祭日および臨時休業など、休日設定が可能です。

A

3 設定温度自動復帰 設定時刻後に設定した温度に戻ります。
 ・暖房モード / 冷房モード他、各々設定可能です。
 ・設定時間は 20 ～ 120 分（10 分単位）まで設定可能です。
 ・設定時刻は 10 分単位で設定可能です。

A

4 人感センサー制御 人感センサーを使用の場合、パワーコントロールとオートオフの有効／無効を設定します。 A
5. お手入れ

1 フィルタサイン
リセット

フィルタサインの解除 フィルターサインの解除を行います。 A
次回清掃日の設定 次回清掃日の設定を行います。 A

6. ユーザ設定
1 初期設定 時刻設定 現在の日付・時刻を設定及び修正を行います。

 ・ 80 時間以内の停電の場合、内蔵バックアップ電源の働きにより時計は動き続けます。 A

時刻表示設定 時刻表示のあり／なし、12Ｈ／ 24Ｈ、AM/PM 位置、を設定します。 A
サマータイム補正 現在時刻に対し、＋ 1 時間の補正を行います。 A
コントラスト調整 液晶の濃度の調整を行います。 A
バックライト バックライトの有効／無効、点灯時間を設定します。 A
ブザー音 タッチパネル操作時のブザー音のあり／なしを設定します。 A
運転ランプ輝度 運転ランプの輝度の調整を行います。 A

2 管理者設定

管理者パスワード

操作制限設定  ・操作の許可 / 禁止を設定します。
[ 運転 / 停止 ][ 設定温度切換 ][ 運転モード切換 ][ 風向切換 ]
[ 風量切換 ][ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 見てみて ][タイマー設定 ]
[ 消費電力量表示 ]
 ・操作時の管理者パスワード要求を設定します。
[ウィークリータイマー設定 ]　[ 言語切換設定 ]

A

室外静音
タイマー

室外ユニットの静音性を優先して運転する時間帯を設定します。
 ・静音運転開始時刻と終了時刻を設定可能です。
 ・設定時刻は 5 分単位で設定可能です。

A

設定温度範囲 設定温度範囲を制限します。
 ・運転モードによる温度範囲の制限が可能です。 A

温度設定刻み切換 設定温度の刻み (0.5℃ /1.0℃）を設定します。 A
設定温度表示切換 設定温度の表示の仕方を切り換えます。 A
リモコン表示設定 リモコン名称、室内ユニット名称を登録します。

室温表示のあり/ なしを設定します。
点検コード、暖房準備、除霜運転中、自動冷暖の表示、リモコン・室温・外
温表示のあり/ なしを設定します。

A

管理者パスワード
変更

管理者パスワードの変更を行います。 A
管理者パスワードのリセットを行います。 B

スイッチ機能変更 F1、F2 スイッチの機能を設定します。
設定できる機能
[ ハイパワー運転 ][ 省エネ運転 ][ 室外静音制御 ][るす番運転 ]
[ おこのみ設定運転１][ おこのみ設定運転 2][フィルタサインリセット]
[ 消費電力量表示 ]

A

7. サービス設定

1 据付設定

サービスパスワード

据付日登録 据付日を登録した場合、点検表示を行います。 B
サービス情報
入力

リモコンに連絡先を登録することができます。
 ・連絡先を半角 26 文字相当以内で登録できます。
 ・連絡先 TEL 番号を13 文字以内で登録できます。

B

試運転 試運転の開始／停止を制御できます。
B

冷房試運転 設定 5℃ 30 分間運転します。
バックアップ制御 1 台のリモコンに室内ユニット2 台（2グループ）は接続されている時にローテー

ション運転、キャパシティバックアップ運転、フォルトバックアップ運転の有効／
無効が設定できます。

B

人感センサー設定 リモコンに接続された室内ユニットの人感センサー検知の有効／無効を設定し
ます。無効の場合は、省エネ設定の人感センサー制御を行うことができません。 B

2 リモコン設定

サービスパスワード

リモコン親子設定 リモコン親子設定の変更ができます。 B
吸込センサー
制御

1 台のリモコンに複数室内ユニットが接続されている場合、サーモ判定に用いる
吸込センサーを選択できます。
 ・個別／親機／平均の選択が可能です。

B

RC-
DX3B設定および表示項目 詳細内容

2 リモコン設定

サービスパスワード

リモコンセンサー リモコンセンサーに切り替えるモードを設定できます。
冷房／暖房で切替可能です。 B

リモコンセン
サー補正

リモコンセンサー検知温度を補正できます。
冷房／暖房　別々に補正可能です。 B

運転モード選択 各運転モード毎に有効／無効を設定できます。 B
設定温度単位 設定温度の単位を設定します。

 ・℃／℉の選択が可能です。 B

ファン速度 ファン速度の選択が可能です。 B
外部入力設定 1 つのリモコンに複数室内ユニットが接続された場合、CnT 入力の適用範囲が

設定されます。 B

換気設定 換気ユニット組合せ制御が設定できます。 B
停電補償 停電復帰した場合の制御内容を設定できます。 B
設定温度自動設定 設定温度自動の有効／無効を選択できます。 B
風量自動設定 風量自動の有効／無効を選択できます。 B

3 室内設定

サービスパスワード

風速設定 室内ユニットの風量タップを設定します。 B
フィルターサイン フィルターサイン点灯タイマーの設定が換えられます。 B
外部入力 1 設定 外部入力 1 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 1 方式切換 外部入力 1 の信号方式を換えられます。 B
外部入力 2 設定 外部入力 2 の制御内容を換えられます。 B
外部入力 2 方式切換 外部入力 2 の信号方式を換えられます。 B
暖房室温補正 暖房サーモ判定値を0 ～ +3℃の範囲で補正できます。 B
吸込温度補正 吸込センサー検知温度を± 2℃の範囲で補正できます。 B
冷房ファン制御 冷房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B
暖房ファン制御 暖房サーモ OFF 時のファン制御を変更できます。 B
フロスト防止温度 冷房中室内ユニットの凍結防止制御の判定温度を変更できます。 B
フロスト防止制御 冷房中室内ユニットの凍結防止制御作動後のファンタップアップを変更できます。 B
冷房ファン残留運転 冷房停止・冷房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B
暖房ファン残留運転 暖房停止・暖房サーモ OFF 後のファン残留運転を設定できます。 B
暖房ファン間欠 暖房停止・暖房サーモOFFファン残留運転後のファン運転を設定できます。 B
送風サーモ運転 送風時のサーキュレータ運転を設定できます。 B
運転モード自動設定 運転モード自動判定方法を3 種類から選択できます。 B
サーモ判定切換 サーモ判定を室外温度で補正することができます。 B
風量自動切換 風量自動運転における自動切換範囲を設定できます。 B
室内過負荷
アラーム

運転開始 30 分後、設定温度と吸込温度の差が過負荷アラームで設定した温
度差以上ある場合、外部出力（CNT-5) から過負荷アラーム信号を送信します。 B

外部出力設定 外部出力 1 ～ 4 に割り当てる機能を換えられます。 B

4 サービス・
メンテナンス

サービスパスワード

エアコンＮｏ．表示 リモコン1台に16台の室内ユニットを接続できます。個別送風運転で確認できます。 B
次回点検日 次回の点検日を登録することができます。点検日に連絡先の表示をします。 A B
運転データ表示 室内ユニット＋室外ユニットの運転データをモニターすることができます。 B
点検表示

異常履歴表示 過去の異常履歴（点検コード・発生時間）を表示します。

B
異常時運転データ表示 直前の異常発生時の運転データを表示します。
異常時運転データ消去 異常時運転データが消去されます。
定期点検リセット 定期点検タイマーをリセットします。

室内設定保存 接続室内ユニット基板設定内容をリモコンへバックアップすることができます。 B
特殊操作 [室内アドレス消去][CPUリセット][初期化設定][タッチパネル調整]の操作ができます。 B
室内機容量表示 リモコンに接続されている室内アドレス番号とその容量を表示します。 B

8. 困ったときは・・・
1 連絡先表示 登録した連絡先・ＴＥＬ番号、サービスフロントセンターフリーコールを表示します。

QRコードでインターネット接続⇒点検コード内容を検索できます。 A

2 サービスを依頼される前に Q＆A Q＆Ａが表示されます。 A
9. 点検表示

点検表示確認 異常発生時の表示 A
10. パソコン接続

USB 接続 ウィークリータイマー設定他、パソコンから一括設定ができます。 C

◆組合せ室内・室外ユニットの仕様により、本内容が機能しない場合もあります。

③リモコンからの操作・設定 ③リモコンからの操作・設定（つづき） ③リモコンからの操作・設定（つづき）
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④電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。
　・親子が設定されていない場合⇒⑴
　・親子が設定されている場合   ⇒⑵
⑴　親子が設定されていない場合
　　 ①⇒②親子入力画面を表示します。
　　 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
　　誤ってタッチした場合は ､ 初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（⑥リモコン機能設定④）
　　 室内ユニット１台または、１グループに、２個の eco タッチリモコンが接続されている場合 ､ １個目を 

 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵　リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい   ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ   ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい   ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ   ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

⑤据付設定　試運転

 ▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

9

12

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

汉字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。
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④電源投入初期設定
電源投入時の表示に沿って親子リモコン設定を行います。
　・親子が設定されていない場合⇒⑴
　・親子が設定されている場合   ⇒⑵
⑴　親子が設定されていない場合
　　 ①⇒②親子入力画面を表示します。
　　 枠で囲まれた  　  　 どちらかをタッチしてください。初期設定作業を開始します。
　　誤ってタッチした場合は ､ 初期設定作業が終了後に設定変更することができます。（⑥リモコン機能設定④）
　　 室内ユニット１台または、１グループに、２個の eco タッチリモコンが接続されている場合 ､ １個目を 

 　 で設定開始すると ２個目は自動で  　 になります。

親 子

親 子

⑵　リモコンの親子設定がされている場合

ご注意
リモコン１台の場合は、 親 を
タッチしてください。
初期状態では､どちらか選択さ
れるまで ､ 待ち続けます。

①スタート画面

③室内機検索中 ④室内機情報取得中 ⑤ TOP 画面

⑧初期設定中画面⑥設定継続確認画面

はい   ⑧⇒⑤の順で画面が遷移し
ます。

いいえ   ⑦に画面が遷移します。
表示が 15 秒間タッチされない場合
は はい   継続を認識して⑤画面に
変わります。

⑦初期化確認画面

はい   ①⇒②の順で画面が遷移し
ます。

いいえ   ⑥に画面が遷移します。
初期化すると出荷状態に戻ります。

②親子設定入力画面

 　を選択した場合　③⇒④⇒⑤の順で画面が遷移します。
 　を選択した場合　①⇒⑧⇒⑤の順で画面が遷移します。
親
子

通信が 10 分間確定しない場合、
赤 LED が点滅します。

室内機情報取得中室内機検索中

電源立上げ前の設定を
継続しますか？

リモコンの設定を全て
初期化しますか？

リモコン初期設定中

はい はいいいえ いいえ

リモコンバージョン：
プログラムID：

終了目安：約  1230秒

⑤据付設定　試運転

 ▼ で設定してください。
セット で登録されます。

①据付設定メニュー＃ 1

選択した画面に移ります。 選択した画面に移ります。

②据付設定メニュー＃ 2

⑧冷房試運転

冷房の停止中に操作可能です。室
温が低く冷房試運転ができない場
合 ､ 室温設定を 30 分間 5℃に下
げて運転します。

冷房試運転

戻る

開始

開始をタッチすると
冷房5℃で30分間試運転します。
30分経過及び、TOP画面で運転/停止、
運転モード、設定温度を変更すると
試運転を終了します。

据付設定

据付日登録

サービス情報入力

試運転

ダクト機静圧補正

自動アドレス変更

次ページ 戻る

操作を選択してください。

据付設定

親室内機アドレス設定

バックアップ制御

人感センサー設定

グリル昇降操作

前ページ 戻る

操作を選択してください。

③据付日登録

据付日登録

年 月 日

戻るセット
年月日を設定してください。

4

3

7

9

12

⑥連絡先 TEL 登録

連絡先電話番号を 13 文字以内で
入力し、セット ボタンをタッチし
てください。

連絡先TEL

戻る

セット

削除

電話番号を入力してください。

④サービス情報入力

お客様がサービスを依頼される際
の連絡先を入力してください。

5

6

サービス情報入力

連絡先名

連絡先TEL

戻る

操作を選択してください。

⑤連絡先名登録

連絡先名を半角 26 文字相当以内
で入力し、セット ボタンをタッチ
してください。数字、英字、カナ、
漢字、キリル文字、中国文字での
入力ができます。

連絡先名

戻る

セット

漢字

数字 英字

カナ

次削除

名称を入力してください。

汉字

ＴＯＰ画面　メニュー　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

⑦試運転

選択した画面に移ります。

8

試運転

冷房試運転

ドレンポンプ試運転

周波数固定運転

お掃除試運転

戻る

操作を選択してください。
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耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニット
としてご注文してください。
●形式記号　（例）

⒜ 形　式
FDCZSP405HK，455HK，505HK，565HK，635HK，805HK，405H，455H，505H，565H，635H，805H，
1125H，1405H，1605H

⒝ 仕　様
耐重塩害仕様室外ユニットは離島・沖縄地区等の海岸線に近く直接潮風の当たらない場所に設置できる仕様ですが，
設置に当っては⑶項以降に留意してください。仕様の詳細および⑶項以降については2018・2019冷熱ハンドブッ
クをご覧ください。

⒞ 製品質量
FDCZSP405HK，455HK，505HK，565HK，635HKの製品質量は 48kg です。（標準仕様：47kg）その他の機
種は標準仕様と同じです。

ＦＤＣＺＳＰ１４０５Ｈ
耐重塩害仕様

⑴　エクシードハイパーシリーズ

7.　耐重塩害仕様室外ユニット

耐重塩害仕様室外ユニットを受注生産品としてシリーズ化しています。商品ご注文時，耐重塩害仕様室外ユニット
としてご注文してください。
●形式記号　（例）

⒜ 形　式
FDCVSP405HK，455HK，505HK，565HK，635HK，805HK，405H，455H，505H，565H，635H，805H，
1125H，1405H，1605H，2244H，2804H

⒝ 仕　様
耐重塩害仕様室外ユニットは離島・沖縄地区等の海岸線に近く直接潮風の当たらない場所に設置できる仕様ですが，
設置に当っては⑶項以降に留意してください。仕様の詳細および⑶項以降については2018・2019冷熱ハンドブッ
クをご覧ください。

⒞ 製品質量
FDCVSP405HK，455HK，505HK，565HK，635HKの製品質量は 48kg です。（標準仕様：47kg）その他の機
種は標準仕様と同じです。

ＦＤＣＶＳＰ１４０５Ｈ
耐重塩害仕様

⑵　ハイパーインバータシリーズ




